
@ 市民
.水と緑と土のにおいがいっぱいの
住みよいあぴこにします

・心と体をきたえ 生き生きと働き
伸びゆくあぴこにします

・老人を大切にし子どもの夢を育て
幸せなあぴこにします

・ふるさとを愛し文化を高め
量豊かなあぴこにします

.みんなで話しあい きまりを守り
明るいあぴこにします
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広

報

鳥
を
通
じ
て
自
然
環
篇
の
大
切
さ
を
全
国
に
ア
ピ
ー
ル

-qジ
ャ
パ
ン
バ
l
ド
フ
エ
ス
テ
ィ
バ
ル
に

5
5
3
0人

11月5日・6目、 I人と鳥の共存をめざしてJをテーマにジャ
パンバードフェスティパ)1-2005が、アビス夕、手賀沼公園、島の
博物館など市内6会場で開催され、全国から約5万60∞人の来場
者で賑わいました。鳥に関する芸術家団体、研究機関や保護団体、

NPO、企業、行政などが一同に集まり、それぞれの展示や活動

紹介、講演会や子どもたちによる研究発表、バードカービングコ

ンクールなどさまざまなイベントが行われました。

固 JBF実行委員会事務局(市企画調整担当)・内線273

みAなで麟i乙行こフ 縄
中興学院六箱腿駅伝・ NECフクヒー

オ
オ
パ
ン
賞
・
パ
ン
賞

出
展
し
た
臼
団
体
(
企
業
と
物
品

販
売
は
除
く
)
の
中
か
ら
、
す
ぐ
れ

た
内
容
の
展
示
、
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

な
ど
を
選
ぴ
、
ジ
ャ
パ
ン
パ
l
ド
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
が
表
彰

し
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
次
の
3
団
体
が
選
ば
れ

ま
し
た
。

V
オ
オ
パ
ン
賞
・
:
日
本
野
鳥
の
会
茨

城
支
部「防
烏
ネ
ッ
ト
か
ら
野
鳥
を
守
る
」

を
テ
l
マ
に
、
野
鳥
が
か
ら
ん
で
動

け
な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
の
な
い

防
烏
ネ
ッ
ト
の
展
示
と
、
小
学
生
の

た
め
の
野
鳥
の
塗
り
絵
コ
ー
ナ
ー

全国レベルで活躍する市内のスポーツチームスポーツ選手を応按しようと、

10月14日に我諌子市スポーツ振興応援団(我孫子市民スポーツ応援団)力境足しま
した。さっそく今回は、第82回箱根駅伝に出場する中央学院大学と、ラグビート
ップリーグ最終戦のNECグリーンロケッツの応援を企画しました。

圃我孫子市スポーツ振興応援団事務局(我孫子市商工会内)D7182-3131 

V
パ
ン
賞
・
:
キ
ツ
ズ
ネ
ス
ト

(
企
画

集
固
ま
な
び
い
あ
び
こ
)

タ
マ
ゴ
式
イ
ラ
ス
ト
塾
、
ト
l
ル

ペ
イ
ン
ト
や
パ

I
ド
カ
I
ピ
ン
グ
体

験
な
ど
子
ど
も
の
た
め
の
企
画

日時・集合場所 1月9日腕午前10
時30分我孫子駅南口前集合
内容対東芝府中プレイブルーパス

との試合(午後2時試合開始)の応援
試合会燭東京秩父宮ラグビー場

定員先着80人
費用 3500円(入場券付き)(昼食
は各自で用意)

日時・集合蝿所 1月2日側、午前

6時我課子駅南口前集合(午後8時

30分我孫子到着予定)
内容往路スター卜付近(読売新聞東

京本社前)と箱根ゴール付近で応援

定員先着80人
費用 5000円(昼食弁当、飲み物、
芦ノ湖遊覧付き)

※応援パスツ?ーの申し込み・問い合わぜ先 両ツアーとも、郵送またはファク

スで、申し込み用紙(商工会、市役所、体育館、各行政サービスセンター、アビ

ス夕、各近隣センターに用意)に必要事項を明記し、〒270・1121 中峠1391
冊今井観光開7187-0045D7188・0235ヘ

V
パ
ン
賞
・
:
例
日
本
野
鳥
の
会

烏
の
生
息
地
を
題
材
に
し
た
的
当

て
ゲ
l
ム
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
ヅ
ル
と
メ

ジ
ロ
の
着
ぐ
る
み
で
の
P
R活
動

全
日
本
パ
E
ド
カ
E
ピ
ン
グ
コ
ン
ク
E
ル

パ
l
ド
カ
l
ピ
ン
グ
は
、
木
片
か

ら
烏
を
彫
り
出
し
て
彩
色
す
る
野
鳥

の
彫
刻
で
す
。

全
国
か
ら
集
ま
っ
た
2
2
2
点
の

作
品
の
中
か
ら
、
大
賞
、
我
孫
子
市

長
賞
、
山
階
鳥
類
研
究
所
所
長
貨
が

選
ば
れ
ま
し
た
。

日
本
パ
l
ド
力
l
ピ
ン
グ
大
賞

兵
庫
県
岩
橋
徹
さ
ん
「
冬
の
陽

(
コ
ガ
ラ
と
や
シ
ヤ
ブ
ご

我
孫
手
市
長
賞

長
野
県
竜
川
禎
さ
ん
「
モ
ズ
」

小
・
中
学
生
の
作
品
展
示

刊 号同可

匂浄御三事l
-s〉.，p-J-q込〆I

我
孫
子
中
、
湖
北
中
の
生
徒
が
制

作
し
た
コ
ア
ジ
サ
シ
の
カ
I
ピ
ン
グ

1
2
0
0
体
(
写
真
)
が
展
示
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
作
品
の
一
部
は
、
東

京
都
大
田
区
下
水
処
理
場
の
屋
上
な

ど
で
、
コ
ア
ジ
サ
シ
を
呼
び
寄
せ
る

た
め
に
使
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
高
野
山
小
、
我
孫
子
第
一

小
の
6
年
生
が
、
総
合
学
習
の
時
聞

を
利
用
し
て
制
作
し
た
約
3
0
0
体

の
烏
の
カ
I
ピ
ン
グ
の
作
品
も
展
示

さ
れ
ま
し
た
。

山
階
周
類
研
究
所
所
長
賞

熊
本
県
辻
川
繁
さ
ん
「
ハ
イ
タ
カ
」

公共施設の

ヲアスベスト調査

@ 

市
民
の
皆
さ
ん
が
通
常
出
入
り
す

る
場
所
は
安
全

市
は
、
市
の
す
べ
て
の
公
共
施

設
に
つ
い
て
、
露
出
部
分
の
ア
ス

ベ
ス
ト
(
石
綿
)
の
使
用
調
査
を

実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
ど

の
施
設
も
通
常
市
民
の
皆
さ
ん
が

出
入
り
す
る
場
所
で
は
、
ア
ス
ベ

ス
ト
が
使
用
さ
れ
て
お
ら
ず
、
危

険
な
個
所
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

通
常
出
入
り
す
る
場
所
以
外
で
ア

ス
ベ
ス
ト
を
検
出

一
方
、
市
民
会
館
電
気
室
や
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
破
砕
機
室
な
ど

で
、
露
出
部
分
に
ロ
ッ
ク
ウ
I
ル

(
岩
綿
)
が
使
用
さ
れ
て
い
た
た

め
、
こ
の
吹
き
付
け
材
料
に
、
ア

ス
ベ
ス
ト
が
含
ま
れ
て
い
な
い
か

分
析
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
布
佐
市
民
セ
ン
タ

ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ホ
I
ル
倉
庫
、

身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
機
械

室
、
久
寺
家
と
脅
山
の
各
汚
水
中

継
ポ
ン
プ
場
で
は
、
ア
ス
ベ
ス
ト

は
含
ま
れ
て
お
ら
ず
、
安
全
が
確

認
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
市
民
会
館
電
気
室

(
お
%
)
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

粗
大
ゴ
ミ
破
砕
機
室
(
定
量
分
析

な
し
)
、
根
古
屋
地
域
処
理
場

(
4
・
6
%
)
、
つ
く
し
野
第
1

汚
水
中
継
ポ
ン
プ
場

(
2
・
5

%
)
、
第
3
汚
水
中
継
ポ
ン
プ
場

(
7
・
6
%
)
で
は
、
吹
き
付
け

ロ
ッ
ク
ウ
I
ル
か
ら
(
)
内
の

含
有
率
の
ア
ス
ベ
ス
ト
が
検
出
さ

れ
ま
し
た
。

ア
ス
ベ
ス
ト
が
検
出
さ
れ
た
場
所

で
は
早
急
に
除
去
工
事

ア
ス
ベ
ス
ト
が
検
出
さ
れ
た
施

設
で
は
、
ア
ス
ベ
ス
ト
を
含
有
し

た
ロ
ッ
ク
ウ
I
ル
の
除
去
工
事
を

行
い
ま
す
。
除
去
工
事
は
、
市
民

会
館
電
気
室
は
ロ
月
下
旬
に
、
粗

大
ゴ
ミ
破
砕
機
室
と
根
古
屋
地
域

処
理
場
は
1
月
、
つ
く
し
野
第
1

・
第
3
汚
水
中
継
ポ
ン
プ
場
は
2

月
ま
で
に
行
う
予
定
で
す
。

露
出
部
分
以
外
の
ア
ス
ベ
ス
ト
使

用
調
査
市
の
公
共
施
設
の
う
ち
、
天
井

裏
な
ど
隠
れ
て
い
る
部
分
の
調
査

は、

ω年
度
に
行
い
ま
す
。

な
お
、
市
民
会
館
で
は
、
日
常

の
施
設
点
検
で
、
ホ
ー
ル
屋
根
裏

に
ロ
ッ
ク
ウ
I
ル
が
吹
き
付
け
ら

わ
か

れ
て
い
る
こ
と
が
判
っ
た
た
め
、

ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
の
分
析
調
査
を

実
施
し
た
と
こ
ろ
、
ア
ス
ベ
ス
ト

が
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

市
民
会
館
ホ
I
ル
に
は
天
井
が

あ
り
ロ
ッ
ク
ウ
l
ル
は
露
出
し
て

い
な
い
た
め
、
ホ
ー
ル
内
に
ア
ス

ベ
ス
ト
が
飛
散
す
る
恐
れ
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
安
全
確
認
の
た
め
ホ

ー
ル
内
の
ア
ス
ベ
ス
ト
粉
じ
ん
濃

度
測
定
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
数
値
は
0
・
5
本
未
満
/

t

で
、
飛
散
に
つ
い
て
ま
っ
た
く
問

題
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

※
一
般
の
大
気
中
に
は
、
ア
ス
ベ

ス
ト
長
ね
0

2

i

本
/

t

浮
遊
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
(
環
境
省
調
査
)

圃
管
財
課
・
内
線
2
6
6

み 線田成利便とて〉もで力のなん
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仲
間
を
憎
拘
v
し
て
楽
し
/、
子
育
て

一

，‘ 司司~
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司，

子
育
て
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
る
市
で
は
、
市
民
団
体
な

ど
に
よ
る
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
情

報
を
市
ホ
I
ム
ペ

I
ジ
や
情
報
誌
な

ど
で
提
供
し
て
い
く
た
め
、
情
報
を

募
集
し
ま
す
。

対
象
児
童
と
保
護
者
を
対
象
に
、

次
の
よ
う
な
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス

活
動
を
行
っ
て
い
る
市
民
団
体
や
サ

ー
ク
ル
な
ど
の
情
報

。
遊
ぴ

O
友
達
づ
く
り

O
勉
強

会

O
育
児
相
談
。
演
劇

O
音

楽

O
読
み
聞
か
せ
@
体
育
遊
び

※
営
利
・
政
治
・
宗
教
的
な
活
動
や

活
動
実
態
の
な
い
も
の
は
対
象
外
。

申
し
込
み
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
、

E

メ
I
ル
の
い
ず
れ
か
で
、
子
育
て
支

援
サ
ー
ビ
ス
情
報
提
供
申
込
書
(
子

.; • 
強い感染力を持つ

新型イ災フ，:'1~1ンザ

予防の心がけを

第 1154号

世
界
保
健
機
関

(
W
H
O
)
は、

病
原
性
の
高
い
烏
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ウ
イ
ル
ス
と
人
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ

イ
ル
ス
が
人
に
同
時
に
感
染
し
、
体

内
で
遺
伝
子
が
混
ざ
り
合
っ
て
突
然

変
異
を
起
こ
し
、
強
い
感
染
力
を
持

っ
た
新
型
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ

ル
ス
が
出
現
す
る
可
能
性
が
こ
れ
ま

で
に
な
く
高
ま
っ
て
い
る
と
警
告
し

て
い
ま
す
。

ど
も
謀
、
各
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
-
公
民
館
・
図
書
館
・
近
隣
セ
ン

タ
ー
、
ア
ピ
ス
夕
、
教
育
委
員
会
、

市
民
プ
ラ
ザ
に
用
意
)
に
必
要
事
項

を
明
記
し
、
ロ
月
お
日
必
着
で
一
T
2

7
o
l
-
-
9
2
市
役
所
子
ど
も
課

(
住
所
省
略
可
)
附
7
1
8
3
・
3

4
3
7
E
メ
l
ル

w
a
O
B
O
E
@

a
q白
EWPEE-匂
へ

※
市
ホ
l
ム
ペ
l
ジ
に
も
掲
載
し
て

い
ま
す
。

圃
子
ど
も
課
・
内
線
4
0
8

お
度
以
上
の
発
熱
、
せ
き
な
ど
の

呼
吸
器
症
状
、
だ
る
い
、
食
欲
が
な

い
、
関
節
痛
な
ど
の
全
身
症
状
と
と

も
に
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流

行
し
て
い
る
地
域
へ
旅
行
し
た
方
や

患
者
と
接
触
し
た
こ
と
が
あ
る
方
は
、

感
染
の
疑
い
が
あ
る
た
め
、
柏
健
康

福
祉
セ
ン
タ
ー
宮
7
1
6
7
・
1
2

5
5
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

現
段
階
で
は
、
新
型
ウ
イ
ル
ス
に

対
応
で
き
る
効
果
的
な
予
防
接
種
ワ

ク
チ
ン
が
な
い
た
め
、
次
の
予
防
策

を
心
が
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

。
手
を
洗
、
っ

O
う
が
い
を
す
る

。
マ
ス
ク
を
す
る
@
バ
ラ
ン
ス
の

よ
い
食
事
を
と
る

O
十
分
な
睡
眠

を
と
る
@
規
則
正
し
い
生
活
を
す

る

O
海
外
旅
行
を
含
め
、
流
行
が

伝
え
ら
れ
る
地
域
に
は
行
か
な
い

。
人
ご
み
な
ど
は
な
る
べ
く
避
け
る

圃
保
健
セ
ン
タ
ー
宮
7
1
8
5
・

1
1
2
6
 

置謹圃旦圃ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
(
サ
ボ
l

じ
ん
ざ
H

ト
セ
ン
タ
ー
)
で
は
、
人
財
パ

ン
ク
の
登
録
者
を
市
民
の
皆
さ

ん
に
紹
介
し
、
活
用
し
て
い
た

だ
く
た
め
、
第
1
回
人
財
パ
ン

ク
の
つ
ど
い
を
行
い
ま
す
。

市
民
活
動
を
始
め
た
い
方
、

活
動
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
考
え

て
い
る
方
、
活
動
に
つ
い
て
の

ア
ド
バ
イ
ス
や
指
導
が
必
要
な

方
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
・
場
所
ロ
月
ロ
日
開
午
後
1

時
初
分
か
ら
4
時
却
分
、
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
(
市
民
会
館
2
階
)

内
容
左
表
参
照

定
員
当
日
先
着
mw
人

参
加
費
無
料

申
し
込
み
不
要
(
直
接
会
場
へ
)

圃
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

g
m
7
1

8
5
・
5
2
3
3

発表者
田中良兼さん(我孫子中
学校柔道部活動指導員)
谷口義則さん(生涯医療
ネットワーク)

遠藤英夫さん(海外旅行
コンサルタント)

山本忠敏さん(あぴこガイ
ドクラブ)

三谷和夫さん(元大学講
師)

テーマ
幼児教育から生涯教育
までの人間教育支援
医師・病院の選び方や
病気の治療法

海外旅行事情を語る

我孫子の四方山(よも
やま)話

我孫子ゆかりの人物、
歴史、文化を語る

市
民
活
動
を
安
心
し
て
行
う
た
め
に

「
市
民
活
動
災
害
補
償
制
度
」
は
、

市
民
活
動
団
体
の
活
動
中
の
事
故
な

ど
に
よ
る
傷
害
や
賠
償
責
任
を
補
償

す
る
制
度
で
す
。

保
険
料
は
市
が
負
担
子
る
た
め
、

市
民
活
動
団
体
の
費
用
負
担
は
あ
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
事
前
の
登
録
も
必

要
あ
り
ま
せ
ん
。

活
動
内
容
や
事
故
な
ど
の
状
況
に

よ
り
、
対
象
と
な
ら
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
民
間
の
行
事
保
険
な

ど
へ
の
加
入
も
お
勧
め
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
市
民
活
掛
市
内
に
活

動
拠
点
が
あ
る
構
成
員
5
人
以
上
の

団
体
に
よ
る
次
の
活
動

O
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動
@
福
祉
活
動
@
文

化
活
動

O
社
会
教
育
活
動

O
脅

少
年
教
育
活
動
@
ス
ポ
ー
ツ
・
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動

O
ま
ち
づ

く
り
活
動
ほ
か
(
学
校
や
企
業
の
管

理
下
の
活
動
、
利
益
目
的
や
報
酬
を

サ
ポ
ー
ト
包
シ
タ
I
副
問
者
協
鵠
会
設
立
巴
向
け

意
見
交
換
会
に
ご
参
加
を

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
サ
ポ

ー
ト
セ
ン
タ
ー
(
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
)
は
、
来
年
4
月
に
我
孫
子
駅
前

に
建
設
中
の
「
(
仮
称
)
福
祉
ふ
れ

あ
い
プ
ラ
ザ
等
」
の
叩
階
に
移
転
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

伴
う
活
動
は
対
象
外
)

補
償
内
容
左
表
を
参
照

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い
る

4
人
以
下
の
団
体
や
個
人
で
、
社
会

福
祉
協
議
会
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
受
録

し
て
い
る
場
合
は
、
社
会
福
祉
協
議

会
加
入
の
保
険
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

圃
市
民
活
動
支
援
謀
・
内
線
4
8

9
 

v補償の内容
内容 補償

死 亡500万円

①後遺障害 15万円-500万円

傷入 院日額3，000円(180日を限度)

害 日額2，000円(事故日から180
通院

固までの聞で90日を限度)

1人につき6，000万円(限度額)
身体賠償

1事故につき3億円(限度額)

E財物賠償 1事故につき100万円(限頗)
償受託物賠償 1事故につき100万円(限度額)
※①の入院・通院は、事故発生の日から補償され
ます。
※①①は市民活動に参加する通常の往復経路での
事故も対象になります。(①は車両事故は対象外)
※①の受託物賠償は、市民活動で市民が参加者や
第三者から預かった物を壊したり、なくしたり
などして責任を問われたときに適用されます。

額

移
転
後
は
、
新
た
な
施
設
を
使
っ

て
、
(
仮
称
)
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト

委
員
会
(
利
用
者
・
社
会
福
祉
協
議

会
・
市
の
三
者
で
構
成
)
が
さ
ま
ざ

ま
な
市
民
活
動
を
支
援
す
る
事
業
を

行
い
ま
す
が
、
そ
の
利
用
者
組
織
で

あ
る
利
用
者
協
議
会
の
設
立
に
向
け

て
、
準
備
会
(
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

運
営
委
員
の
市
民
・
市
内
の
市
民
活

動
団
体
)
が
検
討
し
た
原
案
に
つ
い

て
、
意
見
交
換
会
を
行
い
ま
す
。

日
時
・
場
所
ロ
月
日
日
側
午
後
1

時
却
分
か
ら
、
市
民
会
館

内
容
利
用
者
協
議
会
の
概
要
説
明
、

意
見
交
換

申
し
込
み
不
要
(
直
接
会
場
へ
)

圃
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
宮
町
7
1

8
5
・
5
2
3
3

布佐平和台地区の

緑地協定の認可の
申語巴かかる縦覧

縦
覧
期
間
ロ
月
1
日
同
か
ら
日
日

闘
の
午
前
9
時
か
ら
午
後
5
時
(
土

.
日
曜
日
を
除
く
)

縦
覧
場
所
公
園
緑
地
課
(
東
別
館

1
階
)

緑
地
協
定
の
名
称

平
和
台
緑
地
協
定

緑
地
協
定
の
区
域

区圃

我
孫
子
市
布
佐

布
佐
平
和
台
地

公
園
緑
地
課
・
内
線
5
4
5

市街化区臓の見富しに向(t
原案説明会を行います
社会情勢や市街地の変化に対応するため、県で

は県内の全市町村を対象に、都市計画区域の整備・

開発・保全の方針と区域区分(市街化区域と市街

化調整区域)の見直しを行っています。

これを受け、市では現地調査と県・市の市街化

区域編入基準を踏まえて、市街化区域の見直しの

検討を進めており、原案についての説明会を行い

ます。

日時 12月4日旧件前10時から
蝿所市役所庁舎分館2階大会議室

申し込み不要(直接会場ヘ)

園都市計画課ft7185-1529 

用途地縁・高度地区変更案の縦覧地区計画愛雇窯の縦覧
我孫子駅北側の工業地域にかかわる用途地域と高度地区の変更の

案を縦覧します。

縦覧期間・場所 12月2日幽から16日幽午前9聞から午後5時、
市役所都市計画謀、県庁都市計画課(県庁は土・日曜日を除く)

都市計画を定める土地の区場用途地域…根戸字掘尻、つくし野2

丁目、我弼子字南飯塚・字新宿・字北飯塚・字関東の各一部の区域

高度地区・・根戸字掘尻、我孫子字南飯塚・字新宿・字北飯塚・字関

東の各一部の区域

願書の提出意見書(市役珊市計画課に用意)に必要事項を明

記し、意見の要旨を添付して12月16日消印有効で〒270・1192

市役所都市計画課(住所省略可)ヘ郵送または持参

固市役所都市計画課合7185・1529、県庁都市計画課ft043・223・
3161 

高野山まちづくりにかかわる高野山東地区

地区計画の変更の案を縦覧します。

縦覧期間・場所 12月1日開から15日開午
前9時から午後5筒、都市計画課
都市計画を定める土地の区場高野山字前畑・

字前原・字舟戸・字舟戸台・字古匡・字南坪・

字根郷・字白砂・字大久保・字志多目の各一

部の区域

意見書の提出 意見書(都市計画諜に用意)

に必要事項を明記し、意見の要旨を添付して

12月15日消印有効で〒270・1192市役所都
市計画課(住所省略可)へ郵送または持参

園都市計画諜ft7185-1529 

市役所の代表電話番号ft7185・1111 市ホームページのアドレス http://www.city.abiko.chiba.jp。 は「あぴこ楽校Jの事業です。



第1154号

飲酒運臨
后隙で鑑惑な違活駐車

過失では縮まない

.、
司，.; • 

窃も
æ()~ 

ア
ッ
プ
ウ
ィ
ズ
ピ
I
プ
ル

(
U

W
P
)
の
国
際
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
来
日
し
た
各
国
の
若
者
の
代
表

4
人
が
、
日
月
お
日
に
福
嶋
市
長

を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
(
写
真
)
。

(3) 2005.12.1 

飲
酒
運
転
の
追
放

年
末
年
始
は
、
忘
年
会
や
新
年
会

な
ど
飲
酒
の
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。

「
ち
ょ
っ
と
飲
ん
だ
だ
け
だ
か
ら
」

「
運
転
に
は
自
信
が
あ
る
か
ら
」
な

ど
と
一
冨
っ
て
運
転
す
る
の
は
大
き
な

間
違
い
で
す
。

昨
年
、
全
国
で
起
き
た
表
通
死
亡

事
故
の
約
1
割
は
飲
酒
運
転
が
原
因
。

飲
酒
運
転
は
、
重
大
事
故
に
結
び
つ

く
悪
質
で
危
険
な
犯
罪
行
為
で
す
。

酒
酔
い
運
転
は
3
年
以
下
の
懲
役

ま
た
は
印
万
円
以
下
の
罰
金
、
酒
気

帯
び
運
転
は
1
年
以
下
の
懲
役
ま
た

は
却
万
円
以
下
の
罰
金
で
す
。
ま
た
、

飲
酒
運
転
を
し
、
警
察
官
が
求
め
る

飲
酒
検
査
を
拒
否
ま
た
は
妨
害
し
た

場
合
は
、
初
万
円
以
下
の
罰
金
で
す
。

家
庭
や
職
場
で
飲
酒
運
転
を
「
し

な
い
・
さ
せ
な
い
」
を
徹
底
し
、
飲

食
庖
で
は
お
客
が
飲
酒
運
転
を
し
な

い
よ
う
努
め
ま
し
ょ
う
。

違
法
駐
車
の
追
放

駅
前
や
商
庖
街
な
ど
の
道
路
で
、

「
少
し
の
問
だ
か
ら
」
「
他
の
ク
ル
マ

も
止
ま
っ
て
い
る
か
ら
」
と
、
自
動

車
を
違
法
駐
車
し
た
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

違
法
駐
車
は
、
交
通
渋
滞
を
引
き

起
こ
す
だ
け
で
な
く
、
火
事
や
救
急

な
ど
の
非
常
時
に
は
緊
急
車
両
の
通

行
を
妨
げ
、
人
命
や
財
産
を
奪
い
か

ね
ま
せ
ん
。

ま
た
、
歩
行
者
や
自
転
車
が
道
路

を
横
断
す
る
と
き
に
は
、
死
角
に
な

る
こ
と
か
ら
、
交
通
事
故
の
原
因
に

も
な
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
協
力
で
、

危
険
で
迷
惑
な
違
法
駐
車
を
な
く
し

ま
し
ょ
、
っ
。
悪
質
な
違
法
駐
車
は
、

1
1
0
番
に
通
報
し
ま
し
ょ
う
。

圃
我
孫
子
警
察
署
宮
7
1
8
2
・

0
1
1
0
、
表
通
整
備
課
宮
7
1
8

5
・
1
3
6
9

世
界
の
若
者
が
我
孫
子
C
1
週
間

U
W
P
は
、
米
国
デ
ン
バ
ー
市
に

本
部
の
あ
る
非
営
利
の
国
際
教
育
団

体
。
各
国
の
若
者
が
約
半
年
間
に
わ

た
っ
て
世
界
各
地
を
訪
問
し
、
文
化

体
験
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
を

通
じ
て
究
流
を
深
め
ま
す
。

我
孫
子
市
へ
の
滞
在
は
昨
年
に
続

き
2
回
目
。
住
み
良
い
ま
ち
づ
く
り

研
究
所
(
浜
崎
慶
子
代
表
)
が
受
入

団
体
と
な
り
、
日
月
お
日
か
ら
担
固

ま
で
、
来
日
し
た
臼
人
が
ホ
l
ム
ス

テ
イ
し
ま
し
た
。

滞
在
中
は
3
人
か
ら
6
人
の
グ
ル

ー
プ
に
分
か
れ
、
市
内
の
小
・
中
学

校
や
幼
稚
園
、
福
祉
施
設
、
電
力
中

央
研
究
所
な
ど
を
訪
問
。
白
山
中
学

校
で
は
、
英
語
の
選
択
授
業
ク
ラ

ス
の
生
徒
た
ち
と
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー

作
り
を
行
い
ま
し
た
。
防
犯
協
議

会
の
活
動
に
も
参
加
し
ま
し
た
。

日
月
お
日
に
は
地
域
交
流
イ
ベ

ン
ト
が
ア
ピ
イ
ホ
l
ル
で
開
催
さ

れ
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
や
盆
踊
り
、
太

鼓
演
奏
な
ど
で
約
3
0
0
人
が
楽

し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

地
域
究
流
イ
ベ
ン
ト
に
出
席
し

た
福
嶋
市
長
は
、
「
世
界
の
若
者

が
お
互
い
の
文
化
を
理
解
し
、
友

達
に
な
る
こ
と
は
、
平
和
へ
の
最

も
確
か
な
力
に
な
り
ま
す
」
と
あ

い
さ
つ
。
各
国
の
若
者
た
ち
と
踊

り
の
輪
に
加
わ
り
ま
し
た
。

被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に

ザコ

か
り
と
し
た
防
犯
対
策
を

臨理

空
き
巣
や
車
上
狙
い
な
ど
が
、
市
内
で
も
多
発
し
て
い
ま
す
。
今
年
1
月
か
ら
9
月
末
ま
で
に
、
市
内
で

は
空
き
巣
1
9
5
件
、
ひ
っ
た
く
り
お
件
、
車
上
狙
い
2
1
2
件
、
自
動
車
盗
引
件
な
ど
の
犯
罪
が
発
生
し

て
い
ま
す
。
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
、
日
ご
ろ
か
ら
次
の
対
策
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

ご利用ください
空き巣泥棒は、下見をし、留守を確認し、死角

になるような場所から侵入して、 15分程度で物色

し出て行くのが一般的です。

*窓やドアは2つ以上O濃で施錠する
*短時間の外出でも必ず建をかける

*外出時は隣近所にひと声かける

*死角になる場所にセンサーライトなどを付ける

中小企業

資金融資制度

市
で
は
、
千
葉
県
信
用
保
証
協
会

と
金
融
機
関
の
協
力
に
よ
り
、
適
切

な
事
業
計
画
の
も
と
に
事
業
を
営
む

暗い道や自転車の前かごが危険です。

*暗い道を避け、回り道でも明るい道を選ぶ

*バッグなどは、胸に抱えるか、たすきがけにする

*道路では、車道側の手にバッグなとを持たない

*自転車の前かごには防犯ネットをつける

*防犯ブザーなどの防瀦異を携帯する

市
内
の
中
小
企
業
者
の
皆
さ
ん
に
、

経
営
の
合
理
化
と
企
業
の
安
定
に
要

す
る
設
備
・
運
転
資
金
の
貸
し
付
け

を
行
っ
て
い
ま
す
。

対
象
中
小
企
警
信
用
保
険
法
第
2

条
第
1
項
に
規
定
す
る
中
小
企
業
者

で
、
市
内
に
庖
舗
、
工
場
、
事
業
場
、

営
業
所
な
ど
を
有
し
、
-
年
以
上
(
大

型
庖
進
出
対
策
資
金
は
3
年
以
上
)

同
一
事
業
を
営
み
、
市
税
を
完
納
し

て
い
る
法
人
と
個
人
(
農
業
協
同
組

合
、
農
業
協
同
組
合
連
合
会
、
水
産

業
協
同
組
合
な
ど
を
除
く
)

融
資
の
概
要
下
表
参
照

※
連
帯
保
証
人
は
、
運
転
資
金
と
設

備
資
金
は
1
人
以
上
(
法
人
は
2
人

以
上
)
、
大
型
庖
進
出
対
策
資
金
は

2
人
以
上
(
法
人
は
3
人
以
上
)
必

要
で
す
。
(
特
別
小
口
資
金
は
不
要
)

※
担
保
は
、
特
別
小
口
資
金
を
除
き
、

必
要
に
応
じ
て
必
要
に
な
り
ま
す
。

圃
商
工
観
光
課
・
内
線
5
0
5

車内の金品、高級車、四輪駆動車が狙われてい

ます。

*車内に貴重品や金自のものを置かない

*短閏聞の駐車でも必ずキーを抜き、施錠する

*車庫に防犯設情を取り付け、施錠を確認して駐

草する

*防犯ブザーなど自動車用の附鳴異を使用する

融資利率(年)

12カ月以内…2.2%

13-36カ月…2.7%

61 -84カ月…3.1%

文
化
や
言
葉
を
超
え
て
交
涜

37-60カ月…2.8%

貸付期 間

60カ月以内

84カ月以内

60カ月以内

84カ月以内

60カ月以内

84カ月以内

限度額

1，500万円

2，000万円

1，000万円

2，000万円

1，250万円

V融資制度の概要

種類

運転資金

設備資金

大型庖進出運転資金

対策資金設備資金

特別小口運転資金

資 金設備資金

あび之PCカレッヲ膨持ヨf主肱司

受講料 対象
、コンに初めて触

3，500円
れる方

文字入力ができる方

文字入力ができる方

文字入力ができる方

文字入力ができ、ウ
3，500円インドウズの初歩的

な操作ができる方

※1単元は90分で、受講料はテキス卜代、通信代を含みます。

※「パソコン入門Jiワード2003Ji工クセル2003Jは再受
講券1回分力T別に付きます。

※「デジタル力メラJはデジタルカメラの持ち込みは不可。

8，000円
8，000円

5，500円

単 元

3単元

デジタルカメラ 3単元

5単元
5単元
4単元

講座名

パソコン入門

ワード2003

工クセル2003

インターネット

市民プラザでは、初Ij)者の方を対象と

したパソコン教室を開講しています。

なお、 2006年4月以降に講座の改編

を予定していますので、 3月中旬までに
修了していただくようお願いします。

詳しくは、パンフレッ 卜と摂業スケ

ジュール(市民プラザに用意)をご覧く

ださい。

申し込み市民プラザの休館日(第2・
3木曜日)を除く毎日午前10時から午

後7時まで随時受け付け

固市民プラザ07183・2111

公開ヒアリング
市では、市民活動団体に受付する補助金を適正・効果的に配分

するため、公募による斐付決定を行っています。

決定には、市民と学識経験者で構成する「補助金等検討委員会J
の提言を参考にしていますが、「吏付すべきでないJと判定された
補助金の公募団体に対して、改めて直接自己PRや活動内容をお
聞きするヒアリングを公開で実施します。

なお、補助金の公募団体から公開ヒアリングの申し込み力でない

場合は、中止となります。

日時 12月6目別午前9時30分から
蝿所市役所分館2階小会議室

固市民活動支援果・内線4邸

ζ剃簡《記εぃ 災害専用電話(台風や大雨で災害が発生したとき)o 7185-1743 防災行政無線放送テレホンサービス(放送内容を確認したいとき)o 0120-031676 
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行署員と
シを募集

匝翻

-ー-
「
A
B
I
K
O
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ウ

オ
l
ク
」
は
、
子
ど
も
た
ち
が
6
1

7
人
の
グ
ル
ー
プ
で
キ
ャ
ン
プ
を
し

t1 

な
が
ら
ゴ
l
ル
を
め
ざ
す
体
験
活
動

で
、
昨
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た

「
我
孫
子
市
子
ど
も
総
合
計
画
」
の

中
の
事
業
で
す
。

子
ど
も
総
合
計
画
推
進
本
部
(
本

部
長
・
福
嶋
市
長
)
で
は
、
市
民
も

加
わ
っ
た
実
行
委
員
会
を
作
り
、
来

年
8
月
頃

(
1週
間
程
度
)
の
実
施

に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

@
実
行
委
員
を
募
集

内
容
下
表
参
照

対
象
・
客
員
準
備
か
ら
実
施
後
の

整
理
ま
で
参
加
で
き
る
意
欲
の
あ
る

方
(
年
齢
・
経
験
不
問
)
白
人
程
度

※
報
酬
な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん
。

。
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
を
募
集

内
容
実
施
期
間
中
に
子
ど
も
た
ち

と
行
動
を
共
に
し
、
子
ど
も
た
ち
の

安
全
を
確
保
す
る
。
た
だ
し
、
子
ど

も
た
ち
の
自
主
性
を
重
ん
じ
て
基
本

的
に
は
指
示
や
助
一
冨
は
行
わ
な
い
。

対
象
・
定
員

4
回
程
度
の
研
修

(内
1
回
は
宿
泊
)
と
実
施
期
聞
を

通
し
て
参
加
で
き
、
子
ど
も
た
ち
と

野
外
で
寝
食
を
共
に
で
き
る
方
、
若

干
名
(
人
数
は
実
行
委
員
会
で
決
ま

る
班
数
に
よ
り
ま
す
)

※
研
修
日
と
事
業
実
施
日
は
、
手
当

が
出
ま
す
。

申
し
込
み
応
募
要
項
(
市
役
所
、

教
育
委
員
会
、
ア
ピ
ス
夕
、
湖
北
地

区
公
民
館
、
市
民
プ
ラ
ザ
、
各
行
政

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
・
近
隣
セ
ン
タ

ー
に
用
意
)
を
ご
覧
の
う
え
応
募
用

紙
に
必
要
事
項
を
明
記
し
、
ロ
月
お

日
必
着
で
一
T
2
7
o
l
-
-
6
6
我

孫
子
1
6
8
4教
育
委
員
会
社
会
教

育
課
へ
郵
送
か
持
参

※
市
の
ホ
l
ム
ペ

l
ジ
か
ら
メ
l
ル

で
の
応
募
も
で
き
ま
す
。

。
説
明
会
を
開
催

実
行
委
員
と
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
の
説

明
会
を
開
催
し
ま
す
。
何
年
度
の
記

録
D
V
D
の
上
映
や
実
行
委
員
会
の

運
営
、
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
の
役
割
な
ど

を
説
明
し
ま
す
。

日
時
ロ
月
日
日
制
午
前
回
時

場
所
教
育
養
員
会
(
水
道
局
4
階
)

圃
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
宮
7

1
8
5
・
1
6
0
4

V実行委員の仕事内容

係名 主な仕事内容

ガーディアンや参
研修 加者、サボーター. の研修会の開催、
情晶 各種しおりの作成、
備品の購入と管理
ホームページを含

広報
む広報活動、参加
者募集、保護者ヘ. 
の安全確認の報告、

記録
記録映像や記録誌
の作成

コース
コースの選定・安

. 全管理、夜間の安
サボ-1-全確保のための計
画とパトロール

保健衛生
参加者やスタッフ
の健康管理

怠

!

5
手
賀
沼
巳
育
つ
郷
土
の
は
や
し
5

-一-5-掛
へ
の
誘
い
受
け
継
が
れ
る
郷
土
の
舞

市
内
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
民
俗
芸

能
と
日
本
古
来
の
伝
統
的
な
笛
・
太

鼓
に
よ
る
お
整
の
祭
典
「
郷
土
芸

能
祭
」
を
開
催
し
ま
す
。

今
回
も
、
民
俗
芸
能
を
伝
承
し
て

い
る
市
内
の
団
体
の
ほ
か
、
小
・
中

第1154号

学
校
の
郷
土
芸
能
ク
ラ
ブ
が
参
加
し

ま
す
。ま
た
、
市
内
出
身
・
在
住
の
民
謡

歌
手
根
本
麻
耶
さ
ん
と
兄
弟
津
軽
三

味
線
奏
者
の
阿
部
金
三
郎
さ
ん
・
銀

三
郎
さ
ん
に
よ
る
ユ
ニ
ッ
ト
「
あ
べ

や
」
を
ゲ
ス
ト
に
迎
え
、
芸
能
祭
を

盛
り
上
げ
ま
す
。

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
、
郷
土
に
伝
わ

る
民
俗
芸
能
を
、
ご
家
族
皆
さ
ん
で

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日
時
・
場
所
ロ
月
4
日
側
午
後
O

時
却
分
開
場
、

1
時
間
演
、
湖
北
地

区
公
民
館
(
入
場
無
料
)

出
渡
者
(
出
演
順
)
・
演
目

市
布
佐
小
学
校
郷
土
芸
能
ク
ラ
ブ
・
:

「
投
げ
合
い
」
「
鉱
嚇
子
」

市
湖
北
小
学
校
郷
土
芸
能
ク
ラ
ブ
・•• 

「
仁
羽
」

申
布
佐
中
学
校
郷
土
芸
能
講
座
:
・

「
連
舞
」
「
対
械
の
舞
」
「
も
ど

き」主
白
戸
は
や
し
連
中
:
「
銭
諮
些

申
あ
ベ
や
(
ゲ
ス
ト
)
:
・
「
津
軽
じ

ょ
ん
が
ら
中
節
」
「
風
と
雷
の
巡

礼
」
「
日
本
の
民
謡
」
「
津
軽
じ
ょ

ん
が
ら
合
奏
」

市
あ
び
こ
ふ
る
さ
と
会
:
・
「
大
杉
嚇

子
」
「
仁
羽
」
「
五
磯
子
」
「
獅
子

空事
我
孫
子
第
四
小
学
校
伝
統
芸
能
ク

ラ
ブ
:
・
「
仁
羽
」か
い

ゅ

う
巴
よ

*
ひ
ょ
っ
と
こ
臨
:
・
「
神
剣
幽
助
」

主
催
我
孫
子
市
教
育
委
員
会

圃
教
育
委
員
会
文
化
課
宮
7
1
8

5
・
1
6
0
1

2
0
0
5
年
度
我
孫
子
市
小
・
中

学
校
科
学
作
品
展
に
応
募
さ
れ
た
作

品
の
う
ち
、
手
賀
沼
に
関
す
る
優
秀

な
論
文
や
標
本
時
点
(
小
学
校
日
点
、

2005年度我孫子市小・中学校科学作品

手賞沼賞受賞作畠をタヒスタ巴霞示

手
賀
沼
カ
レ
ン
ダ
ー
を
配
布

帽圃圃ー帽.

配
布
日
時
・
場
所
左
表
参
照

配
布
上
の
注
意

①
多
く
の
方
に
配

布
で
き
る
よ
う
、
配
布
場
所
に
お
越

し
い
た
だ
い
た
方
、

1
人
に
つ
き
1

部
と
し
ま
す
②
配
布
時
間
内
で
も

部
数
が
な
く
な
り
次
第
終
了
し
ま
す

③
電
話
予
約
や
郵
便
で
の
申
し
込
み

は
で
き
ま
せ
ん
④
配
布
場
所
付
近

で
路
上
駐
車
を
し
な
い
で
く
だ
さ
い

圃
手
賀
沼
謀
・
内
線
4
6
7

数
館
l

残
別
配

爪
川
町
商
凶
ワ
t

:
1
1
 

引
が
御
ち

『

4
J
t
H
H
よ

υ

前

G
分

-
g
a
v
n
H
U
 

鳴
間
前

h
b叩
告
省
，
内
同
lw

凶
国
間
平
T
h
u
γ

門

H
H
ド
l
礼

』
附
川市

2
合
E
U

月
場
明

日
航
船

R
U』
U
n斗

ク
リ
ー
ン
手
賀
沼
推
進
協
議
会
で

は
、
手
掛
♂
沼
浄
化
の
願
い
を
込
め
て

作
成
し
た
「
手
賀
沼
カ
レ
ン
ダ
ー
」

を
無
料
で
配
布
し
ま
す
。

(o 12月1日同
配布場所 配布時間

つくし野コミュニティホール
湖北台市民センター
湖北地区公民館
布佐市民センタ一本館
根戸近隣センター 9時
久寺家近隣センター
天王台北近隣センター 17時

近隣センターこもれび
新木近隣センター
布佐南近隣センター
アビスタ

市役所C会議室
8~時2羽0時分

(市民会館敷地内プレハブ)

中
学
校
5
点
)
に
手
賀
沼
賞
を
贈
り

ま
し
た
。

受
賞
作
品
は
、
ア
ピ
ス
タ
1
階
ス

ト
リ
ー
ト
に
展
示
し
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
研
究
の
成
果
を
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

期

間

ロ

月
1
日
同
か
ら
日
日
同

圃
手
賀
沼
謀
・
内
線
5
6
8

氏 名 題 名 学校名 学年

落合美希 私の見た手賀沼パートE 我孫子第一小 5年

千葉けやき 手賀沼周辺にすむ野鳥調べ 我孫子第一小 3年

畑 葉菜子 手賀沼の水と環境 我孫子第二小 5年

坪内聖樹 水中微生物と水のかんさつ 我孫子第ニ小 3年

柴田 拓 手がぬまのプランクトンたち 我孫子第四小 2年

柳 珠里香 水質調査NO1・2 湖北台西小 6年

橋村備里香 てがぬまとふじ五湖の水しらべ 高野山小 2年

岸田隆志 手がぬまにいる鳥 高野山小 2年

岩立英佑 水ぺにすむ生きもののちょうさ 高野山小 2年

牛木あみ 手がぬま植物ずかん 高野山小 2年

神部いづみ いろいろなお花 高野山小 2年

松尾祐樹 手賀沼の仲間たち 根戸小 3年

高橋備聖 無人あおこ回収船手賀丸 湖北小 5年

小林賢之介 手責湖林Itそれにつながる琳踏の理繍査 湖北台中 3年
杉山芳邦 NOXと酸性雨の調査 湖北台中 3年

関野はるか 報制tの位汚れているのか?~措置のco噌~ 白山中 1年

椎名千尋 空気中に漂う粉じんの調査 白山中 2年

飯田崇寛 碍酒探索1昨年帽の蹄t似てー靖併費溜襲 白山中 2年

1交通事故巡血相談I止桂木(まき野腕

04年中の我弼子市内で発生した人身
事故653件の内160件は、自転車が関

係した事故です。発生時間帯の特徴とし

て朝と夕方に多発しています。

夕暮れ時は、草の運転手からは自転車

は見えにくく「草は自分を気づいてくれ

るだろうJという思い込みは危険です。
夕暮れ時や夜間に自転車に乗るときは

必ずライトを点灯し、反射材なども活用

し安全意識を高め正しい乗車を心がけま

しよう。

圏実通整備課・内線330

実通事故にあった場合、損害賠償請求などさまざまな問題

が生じます。市では、月1固専門の相談員による巡回相訟を
実施しています。相談案件のより的確で効率的な解決を図る

ために、早い時期に相談されることをおすすめします。

日時・場所 12月12日側、 1月10日側、 2月13日側、

3月13日開午前10時から午後3問、市役所庁舎内

内容損害賠償関係、示談の進め方など

申し込み電話で斐通整情諜(1日4人)

※お急ぎの相談は、千葉県突通事故相談所東葛支所 (ft047 
・368・8000)で受け付けています。受付時間は、午前9時

から午後4時30分(土・日曜日、祝日、年末年始を除く)
です。

圏実通整備諜・内線330

野焼き(農林漁業に必要な焼却、宗教・慣習による焼却な

どは除く)は、不完全燃焼による一酸化炭素やダイオキシン

などの有害物質の発生や、煙による人や樹木などへの被害、

火災の危険があり、廃棄物処理法で禁止されています。

また、廃棄物処理法で定める構造基準を満たしていない「家

闘焼却炉J、「事業所剛哩焼却炉J、「ドラム缶J、「司缶J
などは使用できませんのでご注意ください。不要となった「家

庭用焼却炉Jは無料で回収しますので、クリーンセンターへ
連絡してください。

家庭ごみは、分別して収集日にごみ集積所ヘ出してくださ

い。事業所から出たごみは、クリーンセンターに直接搬入す

るか、許可業者に依頼し適正に処理するようお願いします。

固クリーンセンターft7187・0015

市役所の電話番号宮7185-1111 市役所のホームページアドレスhttp://www.city.abiko.chiba.jp。は「あぴこ楽校Jの事業です。
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「
フ
レ
デ
ィ
」
は
、
ベ
ス
ト
セ
ラ

ー
と
な
っ
た
絵
本
「
葉
っ
ぱ
の
フ
レ

デ
ィ

S
い
の
ち
の
旅
S
」
の
原
作
で

あ

る

可

FOE--o同
司

a
S

F
o
F
O弘
」
(
レ
オ
・
パ
ス
カ
I

リ
ア
作
)
が
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
と
な
っ

た
も
の
で
す
。

日
時
侃
年
2
月
日
日
出
午
後
1
時

却
分
開
場
、

2
時
閥
横

場
所
市
民
会
館

ス
タ
ッ
フ
作
詞
:
・
山
川
啓
介
さ
ん

台
本
・
濡
出
:
・
忠
の
仁
さ
ん
配
役

市内中学校3校に
『自動体外式除細動器

(AED)を配置--事、一

企フレディ役の島田翫穣さん

:
・
島
田
歌
穂
さ
ん
(
フ
レ
デ
ィ
)
、

堀
米
聴
き
ん
(
ダ
ニ
エ
ル
)
、
大
須

賀
ひ
で
き
さ
ん
(
パ
パ
)
、
友
里
倖

子
さ
ん
(
マ
マ
)
、
谷
絵
利
香
さ
ん

(
ク
レ
ア
)
ほ
か
バ
ン
ド
メ
ン
バ

ー
・
:
島
健
さ
ん
(
作
曲
、
ピ
ア
ノ
)
、

徳
永
友
美
さ
ん
、
入
江
茜
さ
ん
(
バ

イ
オ
リ
ン
)
、
高
嶋
麻
由
さ
ん
(
ピ

オ
ラ
)
、
徳
沢
脅
弦
さ
ん
(
チ
ェ
ロ

入
場
料

3
0
0
0
円
、
高
校
生
以

下
1
5
0
0
円
(
全
席
自
由
、
た
だ

し
子
ど
も
優
先
席
あ
り
)

※
未
就
学
児
の
ご
入
場
は
、
ご
遠
慮

く
だ
さ
い
。

※
高
校
生
以
下
券
を
叩
枚
お
求
め
の

方
に
は
、
大
人
1
人
分
の
付
添
券
を

お
付
け
し
ま
す
。
た
だ
し
、
教
育
委

員
会
で
購
入
の
方
に
限
り
ま
す
。

※
託
児
室

(
2歳
以
上
就
学
前
〈
保

日
月
お
日
に
相
市
の
名
戸
ヶ
谷
病

院
(
山
崎
誠
理
事
長
・
市
内
在
住
)

か
ら
市
内
の
中
学
校
3
校
(
我
孫
子

中
学
校
、
湖
北
中
学
校
、
布
佐
中
学

校
)
に
自
動
体
外
式
除
細
動
器

(
A

E
D
)
が
各
1
台
ず
つ
寄
贈
さ
れ
ま

育
士
付
)
)
を
希
望
す
る
方
は
、

2

月
1
固
ま
で
文
化
課
へ
電
話
で
申
し

込
み
く
だ
さ
い
(
無
料
)
。

入
場
券
販
売
所
市
民
会
館
内
売
庖

ひ
ろ
が
り
、
ミ
リ
オ
ン
楽
器
我
孫
子

庖
(
我
孫
子
駅
南
口
)
、
荒
井
書
庖

(
天
王
台
駅
南
口
)
、
東
京
事
務
器

(
湖
北
駅
南
口
)
、
写
真
の
お
ち
あ

い
(
布
佐
)

無
料
送
迎
パ
ス
我
孫
子
市
内
の
叩

人
以
上
の
子
ど
も
中
心
の
団
体
は
、

送
迎
パ
ス
が
利
用
で
き
ま
す
。
希
望

す
る
団
体
は
、
教
育
委
員
会
文
化
課

(
月
曜
日
を
除
く
平
日
午
前
8
時
却

分
か
ら
午
後
5
時
)
へ
電
話
で
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
(
定
員
に
な
り
次

第
締
切
)

主
催
・
圃
教
育
委
員
会
文
化
課
宮

7
1
8
5
・
1
6
0
1

し
た
。

こ
の
自
動
体
外
式
除
細
動
器
は
、

運
動
中
の
心
停
止
者
に
対
し
速
や

か
に
対
応
で
き
る
機
器
で
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
に
よ
っ
て
、
傷
病
者
の

心
臓
の
リ
ズ
ム
を
自
動
的
に
調
べ

て
、
除
細
動
が
必
要
か
ど
h
?か
を

自
動
的
に
決
定
し
、
ど
う
い
う
操

作
を
す
べ
き
か
を
音
声
メ
ッ
セ
ー

ジ
で
具
体
的
に
指
示
す
る
仕
組
み

に
な
っ
て
い
ま
す
。

教
育
委
員
会
で
は
、
い
ざ
と
い

う
時
に
役
立
て
ら
れ
る
よ
う
に
、

消
防
本
部
や
学
校
医
な
ど
と
連
携

を
と
り
な
が
ら
、
市
内
の
教
師
や

生
徒
も
使
用
で
き
る
よ
う
救
命
に

関
す
る
講
習
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

圃
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
宮

-

7
1
8
5
・
1
2
6
8

一

テーマ展 f日本の烏j堤4図烏の鱒物館
jtの鳥定ぢ

Part2多様な自然環境と日lltの鳥定ぢ
Part' 

テ
ー
マ
展
「
日
本
の
烏
」
で
は
、

烏
の
博
物
館
が
こ
れ
ま
で
収
集
し
た

日
本
の
烏
を
一
堂
に
展
示
し
ま
す
。

今
回
は
、
パ
l
ト
1
、
パ
l
ト
2

と
分
け
て
開
催
し
ま
す
。

パ
ー
ト
1
は
、
北
海
道
を
フ
ィ
ー

ル
ド
に
烏
の
写
真
を
撮
影
し
た
山
口

一
誠
さ
ん
(
烏
の
博
物
館
友
の
会
会

員
)
に
す
ば
ら
し
い
写
真
を
お
借
り

し
標
本
資
料
と
と
も
に
「
北
の
烏
た

4・
巣
箱
を
つ
く
っ
て

シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
の
子
育
て
を
観
察
し
よ
う

回シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
は
、
本
来
、
木
の

ほ
ら洞
に
巣
を
つ
く
る
烏
で
す
が
、
林
が

少
な
く
な
っ
た
今
で
は
、
コ
ン
ク
リ

ー
ト
塀
の
す
き
間
や
庭
に
伏
せ
た
鉢

な
ど
、
私
た
ち
の
身
近
な
場
所
を
巣

場
所
に
選
び
ま
す
。
そ
し
て
、
巣
箱

も
好
ん
で
使
い
ま
す
。

巣
箱
教
室
で
は
、
巣
箱
を
作
る
だ

け
で
は
な
く
、
巣
箱
の
か
け
方
・
観

察
の
コ
ツ
・
巣
箱
の
手
入
れ
な
ど
も

学
び
ま
す
。

日
時
・
場
所
ロ
月
凶
日
出
午
後
1

時
加
分
か
ら
4
時
、
烏
の
博
物
館

対
象
・
客
員
市
内
在
住
小
学
3
年

企作つだ単箱と記創最影(昨年度)

E博W ル M ・こ寸l
}

札

W

富

ER--

h
，
ナ
年
曙
吋

黒
泊
り

6
噸
ダ

圃E
H
曲

u
u
a
U
圃
圏
、
，

澗
川
園
才
叩
こ
凶

4

・
‘
憶
b
H
ぴ
如

1

・
膚
@
@

ち
」
と
題
し
て
北
海
道
の
烏
の
特
徴

を
紹
介
し
ま
す
。

パ
ー
ト
2
で
は
、
「
多
様
な
自
然

環
境
と
日
本
の
烏
た
ち
」
と
題
し
て
、

亜
寒
帯
の
北
海
道
か
ら
、
温
帯
の
本

州
を
経
て
、
亜
熱
帯
の
沖
縄
ま
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
気
候
区
に
ま
た
が
っ
て

い
る
南
北
に
長
い
日
本
に
く
ら
す
烏

た
ち
の
特
徴
を
紹
介
し
ま
す
。

開
催
期
間
パ
l
ト

1
:ロ
月
3
日

出
か
ら
侃
年
1
月
mm
日

側

パ

I
ト

2
・
--m∞
年
2
月
4
日
出
か
ら
4
月
お

日
田
開
館
時
間
午
前
9
時
却
分
か
ら
午

後
4
時
却
分

入
館
料

3
0
0
円
、
高
校
・
大
学

生
2
0
0
円
、
小
・
中
学
生
1
0
0

円
(
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
小
・
中

学
生
は
無
料
)

休
館
日
月
曜
日
(
祝
日
の
場
合
は

開
館
し
そ
の
翌
日
に
休
館
)

圃
烏
の
博
物
館
宮
7
1
8
5
・
2

2
1
2
 

生
以
上
大
人
ま
で
、
先
着
却
人
(
小

学
2
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
)

※
家
族
で
の
参
加
歓
迎
。

参
加
費

6
0
0
円
(
材
料
代
)

持
参
か
な
づ
ち
、
プ
ラ
ス
の
ド
ラ

イ
バ
ー
、
キ
リ
、
寧
手
、
巣
箱
を
持

ち
帰
る
た
め
の
大
き
な
袋

申
し
込
み
電
話
で
ロ
月
1
日
か
ら

烏
の
博
物
館

圃
烏
の
博
物
館
宮
7
1
8
5
・
2

2
1
2
 

鳥の博物館では、オリジナルの野鳥写

真カレンダーを↑捜しました。

鳥の博物館友の会会員が撮影した我頚

子の野鳥拭毎月楽しめます。

フルカラー卓上サイズで、ー咽700円。

鳥の博物館2階、ミュージアム-ショν
プで販売中です。

圃我張子市鳥の博物館O7185・2212

移動図書館そよかぜ号53謂f
曜日 日 場 所 時間

7 中峠亀田谷公園 13:20-13:日

水 浅野奇 3号公園 14:10-14:40 
21 柴崎台北公園 15:∞-16:∞ 
8 森 の 公 園 13:20-13:日

木 新木北公園 14:10-14:40 
22 天王台東公園 15:∞-16:∞ 
根戸近隣センター 13:20-13:日

金 9 久寺家あけぼの公園 14: 15-14: 45 

つくし野4号公園東側入口 15:∞-16:∞ 
水
14 ケン'J-Jト7ライドチキン駐韓 14:∞-14:40 
28 台田池尻公園 15:∞-16:∞ 
木 15 
シティ鴻の中のオープンカ7I慣14:00-15:∞ 
白山中学校裏門入口 15:20-16:∞ 

金 16 
東屋敷公園 14:∞-14:40 
つくし野4号公園東側入口 15:∞-16:∞ 

市民図書館ft7184・1110
湖北台分館ft7187・3055
布佐分館ft7189・1311
移動図書館ft7187-09ω 

内

内容

絵本の読み聞かせほか

四角河

合

場所 作品・作者 展示期間

湖北台 編み物…松永ナナ子とシルバー人材センター

分館 の仲間たち (40人) 12月1日肘

布佐 書道…身体障害者福祉センター書道講座の皆 1月9日嗣
分館 さん (21人)

アビスタストリート
催し名・問い合わせ 日 時

2006年版
手賀沼カレンダー採用作品展 1日肘-15日開9:00-21:00
手賀沼課・内線467

市民プラザギャラリー
催し名・問い合わせ 日 時

第10回泉パッチワーク作品展 2日幽-6日制10:∞-17:00 
東山ft090・1843・8144 (2日は13時から、6日は17時まで)

第8回写遊量(ぽ~t) 写真展 9日幽-14日同10:00-19:00
新井ft7188・2285 (9日1112時から、14日は17時まで)

第5回光画会写真展 16日幽-21日制10:00-17:00
中西宮7183・2027 (16日は13時から、21日は16時まで)

20周年鳩美会油絵記念展 23日嗣-28日制10:00-18:00
田崎含7182・0826 (23日は14時から、28日は17時まで)

災害専用電話(台風や大雨で災害が発生したとき)ft 7185・1743防災行政無線放送テレホンサービス(放送内容を確認したいとき)ft 0120-031676 ζ剃踊(eeぃ
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月
四
日
側
、

3
月
5
日
側
、

3
月
四

日
側
(
全
5
回
)
い
ず
れ
も
9
時
却

分
1
日
時
却
分
所
ア
ピ
ス
タ

内

茶
道
の
お
も
し
ろ
さ
、
礼
儀
・
作
法

の
大
切
さ
を
習
得
し
、
豊
か
な
人
間

性
を
養
う

流
派
表
千
家

対
小
・

中
学
生
で
全
5
回
参
加
で
き
る
方
、

白
人
(
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
)

費
5
0
0
円

(
5
回
分
)
持
白
い

く
つ
下
申
・
圃
往
復
ハ
ガ
キ
に
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
学
校
名
・

学
年
を
明
記
し
、
ロ
月
日
日
必
着
で

一T
2
7
O
l
l
l
6
4
つ
く
し
野
1

の
6
の
初
我
孫
子
市
茶
道
連
盟
・
小

野
一
宗
宮
7
1
8
2
・
6
1
6
1

商
白

1
生
活
応
援
ミ
ニ
講
座

フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ン
教
室

日
ロ
月
日
日
働
日
時
却
分
1
日
時
却

分
所
お
休
み
畑
町

内
ク
リ
ス
マ
ス

の
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

対
先
着
目
人

費
1
5
0
0
円
(
材
料
費
)
持
花

切
パ
サ
ミ

申
・
圃
電
話
で
ロ
月
8

固
ま
で
に
お
休
み
処
宮
7
1
8
7
・

7
1
5
5
 

3
遊
び
の
達
人
教
室
に

E

遊
び
に
お
い
で
1

日
・
所
・
内
①
ロ
月
3
日
回
目
時
1

日
時
・
天
王
台
北
近
隣
セ
ン
タ
ー
-

手
品
、
紙
芝
居
ほ
か
②
ロ
月
幻
自
国

日
時

5
日
時
・
布
佐
小
学
校
地
域
交

流
教
室
・
日
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
に
よ
る

ア
ニ
メ
上
映
ほ
か
対
小
学
生
く
ら

い
1
中
学
生
く
ら
い
、
先
着
却
人

申
・
圃
電
話
か
メ
I
ル
で
教
育
委
員

会
社
会
教
育
課
宮
7
1
8
5
・
1
6

0
4
E
メ
I
ル
印
可
釦
}
内
包

WMEz--内己

@
Q
q
-釦
σ
F
W
0・n
y
F
2℃

強
弱
包〉
② 
企?

き

略 黒
し tまタ
て市イ
いのト
ま後ル
す援が
。、色

補付
助き
聞の
語も
σ) Vj 
思叫

モ市
す笠

~:.t:玄

議lf_
目圭
は理

由共

芥襲

2E 
45主
省 、

で
か
け
て
み
ま
世
ん
か

-ー-
ア
イ
ク
ル
合
唱
団

3
r
d
コ
ン
サ
ー
ト

H
a
p
p・
-
n
e
s
s
w
-
-
t
h
y
o
u

日
ロ
月
四
日
冊
目
時
開
演
所
市
民

プ
ラ
ザ

曲
目
混
声
合
唱
組
曲

「風

の
夏
」
よ
り

「こ
の
朝
は
」
「
老
い

た
木
の
う
た
」

(
松
下
耕
)
、
ア
イ

ク
ル
オ
リ
ジ
ナ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

「出
E
u宮
ロ
o
g
d
i
F
ペ
o
c」、

「春
に
」

(
木
下
牧
子
)
ほ
か

出

勝
呂
美
智
子
さ
ん
(
指
揮
)
、
田
中

美
緒
さ
ん
(
ピ
ア
ノ
)
費
無
料
圃

比
護
宮
7
1
8
5
・
5
2
4
4

フ
ル
ー
ト
&
フ
ル
ー
ト

#
2

フ
ル
ー
ト
二
重
奏
の
夕
べ

日
ロ
月
日
日
働
時
時
開
演
所
ア
ミ

ユ
ゼ
柏
曲
目
ロ
ン
ド
ン
ト
リ
オ
第

1
番
ハ
長
調
(
ハ
イ
ド
ン
)
、
ト
リ

オ
(
ク
ー
ラ
ウ
)
ほ
か

出
湯
川
和

雄
さ
ん
、
長
堀
美
佳
さ
ん
(
フ
ル
ー

ト
)
、
福
田
純
子
さ
ん
(
ピ
ア
ノ
)
、

松
本
ゆ
り
子
さ
ん
(
チ
ェ
ロ
)
費

3
0
0
0
円
、
小
・
中
・
高
生
1
0

0
0
円
(
全
席
自
由
)
チ
ケ
ッ
ト

販
売
所
市
民
会
館
内
売
庖
ひ
ろ
が
り
、

す
ば
る
書
庖
(
我
孫
子
駅
南
口
)

主
フ
ル
ー
ト
&
フ
ル
ー
ト
の
会
圃

湯
川
宮
7
1
8
3
・
0
4
4
4

" 
お

第
4
回
布
佐
地
区
社
協
ま
つ
り

区
社
会
福
祉
協
議
会
宮
7
1
8
9
・

2
1
1
9
(側
・
附
・
働
)

中
央
学
院
大
学
吹
奏
楽
団

第
刊
固
定
期
演
奏
会

日
ロ
月
9
日
働
時
時
却
分
開
演
所

柏
市
民
文
化
会
館

曲
目
国
民
の
象

徴
、
あ
の
勇
姿
を
も
う
一
度

出
中

央
学
院
大
学
吹
奏
楽
団
、
志
由
美
津

子
さ
ん
(
指
揮
)
費
無
料
圃
中

央
学
院
大
学
学
生
課
宮
7
1
8
3
・

6
5
1
8
 

第
沼
田
フ
ロ
ン
テ
ア

ニュ

l
イ
ヤ
l
コ
ン
サ
ー
ト

日
侃
年
1
月
辺
日
冊
目
時
却
分
開
漬

所
相
市
民
文
化
会
館
曲
同
ヒ
ア
ノ

協
奏
曲
第
幻
番
ハ
長
調
、
交
響
曲
第

剖
番
ハ
長
調
「
ジ
ュ
ピ
タ
ー
」
(
モ

ー
ツ
ァ
ル
ト
)
ほ
か

出
新
日
本
フ

ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団
、
小
松

長
生
さ
ん
(
指
揮
)
、
仲
道
都
代
さ

ん
(
ピ
ア
ノ
)
対
我
孫
子
市
・
柏

市
・
流
山
市
在
住
の
方
、

1
4
0
0

人
(
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
)

費
鮭
…
料

申
・
胆
往
復
ハ
ガ
キ
に
住

所
、
氏
名

(
2
人
分
ま
で
)
、
年
齢
、

職
業
、
電
話
番
号
、
返
信
面
に
あ
て

先
を
明
記
し
(
応
募
は
1
人
1
回
)
、

ロ
月
四
日
消
印
有
効
で
一
T
2
7
7
1

8
5
3
9
柏
市
新
十
余
二
5
三
協
フ

ロ
ン
テ
ア
株
式
会
社
ニ
ュ

I
イ
ヤ
I

コ
ン
サ
ー
ト
事
務
局
宮
7
1
3
3
・

6
6
6
6
 

「論
理
的
思
考
表
現
技
術
」
講
座

第1154号

日
ロ
月
日
日
岡
山
時
5
日
時
所
布

佐
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

内
津
軽

三
味
線
、
バ
ン
ド
演
奏

「そ
ね
そ
ね

く
ら
ぶ
」
、
骨
年
齢
測
定
-
健
康
相

談
、
餅
っ
き
、
市
内
作
業
所
物
品
販

売
ほ
か
費
入
場
無
料
圃
布
佐
地

日
・
:
日
時

所
・
:
場
所

日
ロ
月
げ
日
出

-
M
日
出
9
時
1
日
即

時

(
1
時
間
休
憩
あ
り
)
所
野
田

地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
(
野
田
市

中
根
3
2
3
の
3
)

内
こ
れ
か
ら

の
ビ
ジ
ネ
ス
パ
I
ソ
ン
に
と
っ
て
不

可
欠
な

「論
理
思
考
」
「
創
造
力
」

日
ロ
月
四
日
側
、

1
月
日
日
側
、

2

「プ
レ
ゼ
ン
力
」
の
習
得
を
目
指
し
、

内

:
内
容

種
・
:
種
目

出
・
:
出
席
者
・
出
演
者

対
・
:
対
象
・
定
員

費
・
:
費
用

替
一
周
し
て
み
ま
世
ん
か

伝
統
文
化
こ
ど
も
茶
道
教
室

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
中
心
に
楽
し
く

学
習
対
先
着
加
入
費
1
万
6
0

0
0
円
(
割
引
制
度
あ
り
)
申
・

圃
電
話
で
野
田
地
域
職
業
訓
練
セ
ン

タ
ー
宮
7
1
2
1
・
1
1
8
4

ミ
ニ
門
松
を
作
り
ま
せ
ん
か

日
ロ
月
お
日
側
9
時
1
日

時

所

湖

北
台
近
隣
セ
ン
タ
ー

内
ミ
ニ
門
松

作
り
対
先
着
犯
人
費
1
5
0
0

円
(
材
料
代
、
当
日
持
参
)
持
弁

当
、
筆
記
用
具
、
上
履
き
、
憲
ば

さ
み
、
寧
手
、
霧
吹
き
、
座
布
団

申
・
圃
ロ
月
日
日
目
時
か
ら
湖
北
台

地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
B
7
1
8

7
・
1
1
2
2

し

め
注
連
飾
り
講
習
会

日
ロ
月
口
日
回
目
時

5
日

時

所

湖

北
地
区
公
民
館

対
先
着
加
入
費

1
0
0
0
円
(
材
料
費
)

指
導
〆

飾
り
を
創
ろ
、
っ
会
持
花
切
パ
サ
ミ
、

セ
ロ
テ
I
プ
、
敷
き
物

申
往
復
ハ

ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
一
、
電
話

番
号
を
明
記
し
、
ロ
月
日
日
消
印
有

効
で
一
T
2
7
O
l
l
l
2
2
中
星
加

の
3
湖
北
支
所
2
階
湖
北
地
区
社
会

福
祉
協
議
会
圃
〆
飾
り
を
創
ろ
う

会
・
太
田
宮
7
1
8
2
・
9
5
0
9

法
廷
傍
聴
会

日
ロ
月
日
日

ω日
時

i
u時
所

千

葉
県
弁
護
士
会
松
戸
支
部
、
千
葉
地

方
裁
判
所
松
戸
支
部

内
傍
聴
事
前

説
明
会
、
法
廷
の
傍
聴
、
傍
聴
後
の

解
説
ほ
か
対
一
般
市
民
・
学
生
、

先
着
却
人
費
無
料

申
・
圃
電
話

で
ロ
月
2
日
目
時
か
ら
千
葉
県
弁
護

士
会
松
戸
支
部
宮
0
4
7
・
3
6
6

.
6
6
1
1
 

つ
い
て
の
現
状
墾
ロ
、
弁
護
士
や
市

民
代
表
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
な
ど
、
市
民
に
身
近
で
利
用

し
や
す
い
司
法
制
度
の
あ
り
か
た
に

つ
い
て
語
り
合
う

対
当
日
先
着
2

0
0
人
費
無
料
主
千
葉
県
弁
護

士
会
松
戸
支
部
、
同
会
市
川
・
船
橋

支
部
圃
千
葉
県
弁
護
士
会
松
戸
支

部
宮
0
4
7
・
3
6
6
・
6
6
1
1

ピ
ヨ
ピ
ヨ
親
子

シ
ョ
ー
ト
テ
ニ
ス
体
験
教
室

日
ロ
月
お
日
細
目
時
1
日
時
初
分
、

日
時
却
分
1
日
時
(
雨
天
実
施
)

所
吉
田
記
念
テ
ニ
ス
研
修
セ
ン
タ
ー

(
T
T
C
)
〈
柏
市
花
野
井
9
3
6
の

1
〉
対
テ
ニ
ス
が
初
め
て
の
幼
稚

園
児
・
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
、
午

前
・
午
後
各
先
着
切
組
費
親
子
1

組
5
0
0
円
(
お
子
さ
ん
2
人
目
よ

り
1
人
2
0
0
円
)
〈
ラ
ケ
ッ
ト
と
ボ

ー
ル
は
T
C
C
が
準
備
〉

申
・
圃

電
話
で
側
吉
田
記
念
テ
ニ
ス
研
修
セ

ン
タ
ー
ピ
ヨ
ピ
ヨ
親
子
シ
ョ
ー
ト
テ

ニ
ス
教
室
宮
7
1
3
4
・
3
0
3
0

ぼ
し
ゅ
う

回
年
度
第
3
回

千
葉
県
警
察
官
採
用
試
験

第
一
次
試
験
日
侃
年
1
月
比
日
出

試
験
会
場
千
葉
県
運
転
免
許
セ
ン
タ

ー
ほ
か
試
験
内
容
教
養
試
験
、
論

(
作
)
文
試
験
、
体
格
・
体
力
検
査

受
付
期
限
ロ
月
9
日
募
集
人
員
警

察
官
A
(男
性
)
:
・担
人
程
度
、
響

察
官
B
(男
性
)
j

m
人
程

度

採

用
侃
年
5
月
1
日
以
降
の
予
定

※
申
し
込
み
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は

千
葉
県
嘗
察
本
部
嘗
務
課
宮
0
1
2

0
・
7
6
4
0
3
2
宮

0
4
3
・
2

2
5
・
5
2
0
5
(
μ
時
間
)
へ
。

科
目
履
修
生
、
全
科
履
修
生
大
学

院
文
化
科
学
研
究
科
・:
修
士
選
科
生
、

修
士
科
目
生
応
募
期
間
ロ
月
日
日

1
侃
年
2
月
お
日
(
入
学
試
験
は
あ

り
ま
せ
ん
)
岡
放
送
大
学
墓
尽
足

立
学
習
セ
ン
タ
ー
宮

ω・
5
2
4
4

・
2
7
6
0
ホ
l
ム
ペ
ー
ジ

Z
G
-

¥
¥
宅
看
毛
-
己
目白
町
・
・
仰
の
・
号
¥

筑
波
大
学
附
属
盲
学
校

一

ω年
度
幼
児
・
児
童

一

入
学
調
査
侃
年
1
月
包
日

ω
出
願

期
間
ロ
月
5
日
i
u月
9
日

募

集

人
員
幼
稚
部
3
1
4
歳
児
・

5
歳
児

:
・
各
若
干
名
、
小
学
部
弱
視
学
級
・

盲
学
級
・
特
別
学
級
:
・若
干
名
(
小

学
部
第
1
学
年
盲
学
級
は
6
人
)

※
申
し
込
み
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、

筑
波
大
学
附
属
盲
学
校
小
学
部
告

白
・

3
9
4
3
・
5
4
2
2
へ。

お
し
ら
ぜ

抱
月
叩
日
出
・
刊
日
制
は

市
税
・
国
保
税
の
特
別
納
税
相
鍛

平
日
、
仕
事
な
ど
で
窓
口
に
来
ら

れ
な
い
方
を
対
象
に
、
市
税
(
市
県

民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税
)

と
国
民
健
康
保
険
税
の
納
税
相
談
を

行
い
ま
す
。

当
日
は
、
納
付
も
受
け
付
け
ま
す

の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
ロ
月
日
日
出
・
日
日
側
9
時
i
時

時
所
収
税
課
(
市
役
所
本
庁
舎
1

階
)
圃
収
税
課
・
内
線
3
4
1
(当

日
は
宮
7
1
8
5
・
1
3
4
9
)

膏
色
決
算
・
消
費
税
等
脱
明
会

日
ロ
月
7
日
制
日
時
却
分
S
凶
時

所
市
民
会
館
内
所
得
税
の
脅
色
決

算
書
の
作
成
育
法
、
脅
色
申
告
特
別

弁
護
士
会

控
除
制
度
の
概
要
、
貸
借
対
照
表
の

首
都
圏
支
部
サ
ミ
ッ
ト

作
成
+
盆
、
消
費
税
制
度
の
概
要
、

日
ロ
月
日
日
出
比
時

i
u時
所

松

消

費

税

の

届

け

出

の

手

続

き

、

申

告

戸
商
工
会
議
所

内
首
都
圏
に
所
在
放
送
大
学
は
、
あ
な
た
の
生
渥
学
舎
の
書
き
方
ほ
か
圃
柏
税
務
署
個

す

る

裁

判

所

・

検

察

庁

各

支

部

の

司

習

を

応

援

し

ま

す

。

人

課

税

1
部
門
雪
''
1
4
6
・
2
3

法
関
係
施
設
と
司
法
制
度
の
運
営
に
募
集
学
生
教
養
学
部
:
・選
科
履
修
生
、

2
1
(内
線
3
3
5
)

持
・
:
持
参

申
・
:
申
し
込
み
(
記
載
の
な
い
も
の
は
申
し
込
み
不
要
)

主
・
:
主
催
・
共
催

圃
・
:
問
い
合
わ
せ

放
送
大
学
学
生

砂青少年悩み相談(面接は予約制)砂心の相談 (予約制)
土・目、祝日を除く平日 今月はお休みです。
9時'"16時30分 福祉総合相談室・内鞍393
少年センター含7184・1900

砂認知症に関する医療相談(予約制)
砂母子・婦人相厳(ひとり親) 15日開13時30分'"15時45分
土・目、祝日を除く平日 西別館3階
9時'"16時、西別館2階 介護支援諜o?185-1112
保育課-内447

砂高年齢者職業相較
砂DV相談 鑓火~鍵日9時'"1 7時
土・目、祝日;を除く平日 市民会館2階
10閏'"1 7開 高年齢者報業相談室・内312
男女共同参画担当・内293

砂無料職業紹介所(相肢は予約可)
砂心配ごと相醸 ひとり親・障害者・若者の就職を応援
5日19聞)…社錨祉協議会 鑓火~鍵日9時'"1 7時
12日(月)…保健センター 市民会館2階
26日(月)・・布佐市民センター 無料職業紹介所・内450
いずれも9閏'"15時
社会福祉協議会含7184・1539

砂育児相談
21日制9時15分'"10間受付
保健センター
保健センター含7185・1126

砂4カ月児相談
6日.13日側
9時"'9暗50分受付
保健センター含7185・1126

砂家庭児童相談
土-目、祝日を除く平日
10閏'"16筒、西別館2階
子ども課-内352

砂交通事故相談
12日(月)10崎'"15聞
突通整備課-内330

砂結婚相談
4日.18日(日)10時'"14時
社会福祉協議会ft7184・1539

砂消費生活相談
土・目、祝日を除く平日
10時'"15時
消費生活センヲ-ft7185・0999

惨禍祉総合相談
土-目、祝日を除く平日
8時30分'"1 7時
西日i胞2階
福祉総合相談室・内393

砂健康相談

2日幽10時'"11時30分
つつじ荘含7188・0123

9日幽10時'"11時30分
田路祉センヲ-ft7185・5818

21日制9時15分'"10時受付
保健センター
保健センターft7185・1126

惨税務相談(予約制)
16日幽10時'"15時
収結果(予約は12月
12日開8時30分から)
ft7185-1349 

砂行政相談
22日開10閏'"12崎
市民相談室(本庁2階)
秘書課ft7185・1714

砂不動産相酸(予約可)

9日幽
市民相談室(本庁2階)
住宅課ft7185・1541

砂住宅相酸(増改築等)
9日樹
市役所B会議室
住宅課ft7185・1541

砂法律相談(予約制)
6日側、 8日閥、 13日側、
15日開、 20日側
9時30分'"15時30分
市民相談室(本庁2階)
秘書課(予約は12月1日開
8時30分から)ft7185・1714

砂人権相談
5日(月)10時'"15時
面談室(西別館2階)
生活支援諜・内377

市役所の電話番号宮7185-1111 市役所のホームページアドレスhttp://www.city.abiko.chiba.jp臼 は「あぴこ楽校Jの事業です。



第 1154号

白
山
年
第
4
回
市
議
会
定
例
会

定
例
会
は
ロ
月
5
日
開
に
開
会
さ

れ、

一
般
質
問
は
凶
日
附
i
v
即
日
幽

ま
で
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

固
議
会
事
務
局

・
内
線
2
6
0

布
佐
分
館

「読
み
聞
か
せ
に

お
す
す
め
の
本
コ
ー
ナ
ー
」
開
話

学
校
や
家
庭
で
読
み
聞
か
せ
を
な

さ
っ
て
い
る
方
に
、
パ

l
パ
タ
イ
ム

や
ミ
ッ
フ
ィ
1
タ
イ
ム
で
好
評
だ
っ

た
絵
本
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

約
2
5
0
冊
の
絵
本
の
中
か
ら
、
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
加
え
る
新
た
な
1
冊
を

探
し
ま
せ
ん
か
?
2
階
に
は
会
議
室

(
予
約
制
)
も
あ
り
、
仲
間
同
士
の

勉
強
会
(
絵
本
の
読
み
合
わ
せ
)
や

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
相
談
も
で
き
ま
す
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
は
、
多
人
数
を

対
象
に
し
た
お
は
な
し
会
を
想
定
し

て
、
遠
目
の
効
く
絵
本
を
中
心
に
集

め
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
読
み
聞
か

せ
を
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
方
も
ぜ

ひ
ご
来
館
く
だ
さ
い
。
不
明
な
点
や

お
は
な
し
会
に
つ
い
て
の
質
問
な
ど
、

職
員
に
お
気
軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

固
市
民
図
書
館
布
佐
分
館
宮
7
1
8

9

・
1
3
1
1

-ー-.. t1 事
学
校
に
行
く
あ
姉
ち
ゃ
ん
を
見

送
っ
て
大
泣
き
。
あ
姉
ち
ゃ
ん
が

大
揺
ぎ
り
い
つ
ま
で
也
仲
良
<
ね
。

(7) 2005.12.1 

抱
月
4
日
5
叩
日
は

第
貯
回
人
権
週
間

人
聞
は
、
だ
れ
で
も
「
幸
福
な
生

活
を
送
る
権
利
」
を
持
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
権
利
が
人
権
と
い
わ
れ
る
も
の

で
、
人
間
ら
し
く
生
き
て
い
く
た
め

に
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
権
利
で
す
。

法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員
連

合
会
で
は
、
人
権
尊
重
の
理
念
に
関

す
る
国
民
相
互
の
理
解
を
深
め
る
た

め
、
ロ
月
4
日
i
m
日
の
人
権
週
間

に
特
設
人
権
相
談
な
ど
を
行
い
ま
す
。

人
権
週
間
強
調
事
項

*
育
て
よ
う

一
人

一
人
の
人
権
意
識

i
思
い
や
り
の
心

・
か
け
が
え
の
な

い
命
を
大
切
に
1

*
女
性
の
地
位

を
高
め
よ
う

*
子
ど
も
の
人
権
を

守
ろ
う

*
高
齢
者
を
大
切
に
す
る

心
を
育
て
よ
う

*
障
害
の
あ
る
人

の
完
全
容
加
と
平
等
を
実
現
し
よ
う

*
部
落
差
別
を
な
く
そ
う

*
ア
イ

ヌ
の
人
々
に
対
す
る
理
解
を
深
め
よ

う

*
外
国
人
の
人
権
を
尊
重
し
よ

う

*
H
I
V
感
染
者
や
ハ
ン
セ
ン

病
患
者
等
に
対
す
る
偏
見
を
な
く
そ

う

*
刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
に

対
す
る
偏
見
を
な
く
そ
う

*
犯
罪

被
害
者
と
そ
の
家
族
の
人
権
に
配
慮

ま

な

べ

な

な

せ

真
鍋

七
星
ち
ゃん

(
布
佐
平
和
台

・
1
歳
4
カ
月
)

禁

兄
ち
ゃ
ん
と
の
外
遊
芸

大
路
き
!
落
ち
藁
を
踏
み
し
め
て

あ
ん
よ
の
練
習
中
で
す
。

*
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪

用
し
た
人
権
侵
害
は
や
め
よ
う

*

性
的
指
向
を
理
由
と
す
る
差
別
を
な

く
そ
う

*
ホ
l
ム
レ
ス
に
対
す
る

偏
見
を
な
く
そ
う

*
性
同

一
性
障

害
を
理
由
と
す
る
差
別
を
な
く
そ
う

特
設
人
権
相
談
所

日
ロ
月
5
日
開
叩
時
1
日
時
(
無

料
)

所
市
役
所
A
会
議
室

相
談

内
容
い
じ
め
、
親
子

・
夫
婦

・
扶

養

・
相
続
な
ど
の
家
庭
問
題
、
借

地

・
借
家

・
名
誉

・
信
用

・
差
別

・

い
や
が
ら
せ
な
ど
人
権
上
の
問
題
や

悩
み
ご
と
な
ど

相
談
員
人
権
擁
護

委
員
(
表
て
る
子
委
員
、
酒
井
正
宣

委
員
)

園
生
活
支
援
課

・
内
線
3

し
よ
う

7

7

 

大
気
汚
染
防
止
の
た
め
の

冬
期
対
策
に
ご
協
力
を

冬
は
大
気
が
よ
ど
み
や
す
い
気
象

条
件
に
な
る
こ
と
か
ら
、
千
葉
県
、

市
町
村
、
工
場

・
事
業
所
な
ど
で
は
、

侃
年
1
月
白
日
ま
で
大
気
汚
染
を
防

止
す
る
た
め
の
冬
期
対
策
を
行
っ
て

い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

*
マ
イ
カ
ー
通
勤
を
控
え
、
電
車
や

パ
ス
を
利
用
し
ま
し
ょ
う

*
一
人

乗
り
は
不
経
済
な
‘
?
ぇ
、
突
通
量
を

増
や
し
ま
す
の
で
同
乗
を
心
が
け
ま

し
ょ
う

*
ア
イ
ド
リ
ン
グ

・
ス
ト

ッ
プ
に
努
め
ま
し
ょ
う

*
寧
を
買

い
替
え
る
際
は
、
環
境
に
や
さ
し
い

低
公
害
車
を
選
ぴ
ま
し
ょ
う

国
乎

賀
沼
課

・
内
線
5
6
9

年
金
の
ご
相
談
は

「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」
へ
!

受
付
時
間
8
時
却
分
i
U
時
(
回

・

側
、
細
を
除
く
)

年
金
請
求
な
ど

の
年
金
相
談
宮
0
5
7
0
・
出

・
1

1
6
5

年
金
を
受
け
て
い
る
方
の

年
金
相
談
宮
0
5
7
0
・
mw
・
1

1

6 
5 
※
通
話
料
金
は

一
般
の
固
定
電
話
の

場
合
、
接
続
先
に
か
か
わ
ら
ず
市
内

通
話
料
金
で
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

※
電
話
機
の
設
定
や
P
H
S
な
ど
電

話
機
に
よ
っ
て
は
ご
利
用
に
な
れ
ま

せ
ん
。

国
松
戸
社
会
保
険
事
務
所
宮
0

4

7

・
3
4
0
・
5
1
8
0

労
災
保
険
未
加
入
の

事
業
主
の
み
な
さ
ん
へ

労
働
者
を
1
人
で
も
雇
っ
て
い
る

事
業
主
は
、
労
災
保
険
の
加
入
手
続

き
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

日
月
1
日
か
ら
、
労
災
保
険
に
未

加
入
の
事
業
主
に
対
す
る
費
用
徴
収

教室名・定員 日 時 参加費 持参・備考
キ乱パックでハガキ作 9自国10時-12時3∞円 パスタオル2枚り教室・5人
おしゃれ教室/リバー 21日側

3∞円
鱒表・裏(肱鮒)辞

シブルのベスト・6人 9時30分-15時 身分、来、議錨具、昼食
木工教室/船底型鉾カ

20日ω10時-12時3∞円 者し
J{-• 5人
糸のこ教室/トナカイ・11日同10時-12時3∞円 なし5人

包丁研ぎ教室・5人 17日出10時-12時 3∞円 包丁I!1人2本まで

申し込み・圃ふれあい工房ft7186-5500 (休館日(月曜日)を除く)

くリサイクルアドバイザー来館日〉
。木工アドバイザー…休館日を除く毎日10時-17時
O家具リフォームリペア相談…毎週B)13時-16時
。おもちゃ病院…毎週(日13時-16時
。おしゃれ相談・毎週鮒・附10時-15時(第5遣は除く)
0ハガキ相談…毎月第2~館、第4附 13 時-15 時
。裂き織り相談・毎月第3~的 1 0時- 1 5 時

制
度
が
強
化
さ
れ
、
事
業
主
が
労
災

保
険
の
加
入
手
続
き
を
怠
っ
て
い
た

期
間
中
に
労
災
事
故
が
発
生
し
た
場

合
、
協
ヂ
て
保
険
料
を
徴
収
す
る
ほ

か
に
、
労
災
保
険
か
ら
給
付
を
受
け

た
金
額
の
1
0
0
%
ま
た
は
ω
%
を

事
業
主
か
ら
徴
収
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

未
加
入
の
事
業
主
は
、
早
急
に
加

入
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
手
続
き
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
千

葉
労
働
局
労
災
補
償
課
宮
0
4
3
・

2
2
1
・
4
3
1
3
へ
。

*
記
事
の
訂
正
と
お
詫
び
*

広
報
日
月
1
日
号
6
面
「
子
ど
も

ペ
1
ジ
」
の

「夏
の
我
孫
子
中
部
活

成
績
」
の
記
事
中
、
「
西
山
直
人
さ

ん
」
と
あ
る
の
を

「西
口
直
人
さ

ん
」
に
、
「
オ
リ
ジ
ナ
ル
ソ
ン
グ
の

作
調
者
に
選
ば
れ
る
」
の
記
事
中
、

「黒
田
先
生
」
と
あ
る
の
を
「
黒
樺

先
生
」
に
訂
正
し
お
詫
び
し
ま
す
。

広
報
日
月
日
日
号
4
面
「
市
の
人

事
の
状
況
の
公
表
」
の

「臨
時
職
員

と
非
常
勤
の

一
般
職
の
状
況
」
の
表

中
、
臨
時
用
務
員
の
時
給
が
「
8
8

0
円
」
と
あ
る
の
を
「
8
3
0
円
」

に
訂
正
し
ま
す
。

市尽伝言板

このコーナーに掲載を希望する方

は、広報掲載依頼書(市御万広報室

に用意または我孫子市のホームペー

ジからダウンロード)に必要事項を

記入のうえ、掲載希望日の1カ月前

までに広報室へ提出してください。
掲載する内容はイペント名・日時

場所・内容・費用・問い合わせ先な

どです。詳しい内容の確認は、当事

者間で行うようお願いします。

圃広報室ft7185-1269 

‘' 
講
演

・
催
し

V
第
げ
回
あ
び
こ
市
民
ク
リ
ス
マ
ス

ロ
月
3
日
出
比
時
開
演
。
ア
ピ
イ
ホ

〈

ら

ぷ

l
ル
。
J
S
倶
楽
部
朗
読
劇
、
す
ず

の
木
ハ
ン
ド
ベ
ル
ク
ワ
イ
ヤ
。
1

0

0
0
円
、
小
学
生
以
下
5
0
0
円
。

実
行
委
員
会
宮
7
1
8
8
・
4
8
8

5
。
電
話
で
要
予
約
。

V
ク
リ
ス
マ
ス

・
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ

ロ
月
お
日
日
目
時
日
分
i
M
時
却
分
。

ア
ピ
ス
タ
。
1
0
0
0
円
(
軽
食

・

プ
レ
ゼ
ン
ト
付
き
)
。
イ
ベ
ン
ト
あ

り
。
ピ
ュ

1
テ
イ
ダ
ン
ス
フ
レ
ン
ズ

-
川
又
宮
7
1
8
3
・
1
3
2
5

V
ふ
れ
あ
い
塾
あ
び
こ
公
開
講
座

ロ
月
8白
山
間

9
時
日
分
「
マ
ン
ガ
の

~g~1健康種世包シター(保健所)ft7167・1255(色文字U予糊)

未熟児等発達相談22日同13時-13時30分
蜜育相設 22日同13時-13時30分

心の健康相談 2日幽・12日明)・21日倒.26日明)14時-16時
アルコール悩みごと相譲 13日制・19日(月)14時-16時
アルコール蒙接教室 19日(月)14時30分-16時
酒害教室 6日(刈14時-16時
工イズ栂・HIV抗体検査68 '20 日t刷局~1O時、6 日関 17 時 3O ~~19時30分受付
水質検査 6日・13日・20日ω9時-10時30分受付
腸内細菌検査(検便)7日・14日・21日制9時-111時受付
女性の健康相談 1日附13時30分-15時
不妊相談 8日同13時-15時
DV相談(面接) 毎週月曜日

や胞児量組議所ft7131・7175
来所相談…月~金曜日 9 時~17時(事前に電話確認)
電話相談・・ft7134-4152(月~金曜日 9 時 30 分~16時)
や県民無料箔律相談{民事)
9 日幽 1 3時~ 1 6 時(予約は 5 日(月)9時から)
東葛飾県民センターft047-365-3008 

公共施設利用の活動は、優先的に場所
が確保されているものではありません。

魅
力
」
清
水
正
さ
ん
(
日
大
大
学
院
教

授
)
、
日
時
「
暮
ら
し
と
裁
判
」
山
口
繁

さ
ん
(
元
最
高
裁
判
所
長
官
)
。
ァ

ビ
ス
タ
。
各
7
0
0
円
。
各
先
着
回

人
。
青
木
宮
7
1
8
5
・
1
2
1
9

V
車
イ
ス
を
贈
ろ
う
紅
白
歌
合
戦

ロ
月
日
日
制
9
時
泊
分
i
m
時
。
市

民
会
館
。
演
歌

・
懐
メ
ロ

・
舞
踊
が

紅
白
で
対
抗
、
ゲ
ス
ト

・
曽
根
史
朗

さ
ん
寧
イ
ス
贈
呈
式
。
無
料
。
N

G

O
レ
ッ
ド
ハ
1
ト
国
際
委
員
会

・
京

宮
0
9
0
・
3
2
1
8
・
3
6
7
6

V
治
癒
力
活
性
化
の
真
向
健
康
体
操

講

座

1
月
日
日
制
叩
時
i
u
榊
却

分
。
天
王
台
北
近
セ
。
腰
痛

・
膝
痛

な
ど
自
然
治
癒
力
活
性
化
の
四
動
作

を
体
験
。
く
つ
下
、
タ
オ
ル
、
体
操

着
持
参
。
1
0
0
0
円
。
長
谷
部
宮

0
9
0
・
6
5
3
5
・
2
1
3
3

V

「
介
護
保
険
」
を
考
え
る
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム

ロ
月
日
日
同
日
時
1
ロ
時

却
分
。
天
王
台
北
近
セ
。
社
会
保
障

推
進
我
孫
ヱ
工
巾
協
議
会
準
備
会
。
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
事
務
局
宮
7
1
8
5
・

(
千
葉
土
建
我
孫
子
支

1
8
8
8
 

部
)
V
友
愛
セ
l
ル
(
バ
ザ
l
)

ロ
月

8
日
榊
叩
時
却
分
i
u
時
。
天
王
台

北
近
セ
。
友
の
会

・
栗
原
告
7
1
8

4

・
5
4
8
0

Z日
団
関
鴎
白
樺
案
骨

ロ
月

9
日
凶
回
目
時
初
分
1
0
白
樺
文
学
館
。

「
柳
兼
子
カ
レ
1
考
証
」
、
講
師

・
石

戸
孝
行
さ
ん
(
京
北
ス
ー
パ
ー
相
談

役
)
。
先
着
お
人
。
1
0
0
0
円
(
終

了
後
の
ピ
ア
パ
ー
テ
ィ
は
別
途
)
。

同
館
宮
7
1
6
9
・
8
4
6
8

V

「ニ
I
卜
&
フ
リ
I
タ
I
の
今
と

将
来
」
講
演
会
ロ
月
日
日
側
叩
時

間
演
。
明
生
情
報
ビ
ジ
ネ
ス
専
門
学

校
(
J
R
新
松
戸
駅
か
ら
徒
歩
2

分
)
。
本
人

・
保
護
者
が
今
す
べ
き

こ
と
。
加
入
。
無
料
。
同
校
宮
0

1

2

0
・
7
2

7
・
1
6
1

会
員
・
仲
間
募
集

近セ=近隣センター、市セ=市民センター、布佐ステ=布佐ステーションホール、入=入会金、月=月会費、年=年会費

V
花
ふ
き
ん
縫
い
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ロ
月
比
日
制
叩
時
1
ロ
時
。
福
祉
作

業
所
み
ず
き
。
知
的
障
害
者
の
社
会

参
加
の
活
動
費
づ
く
り
の
た
め
の
花

ふ
き
ん
作
り
に
協
力
く
だ
さ
い
。
我

孫
子
市
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会

・
海
老

原
告
7
1
3
9
・
4
7
6
1

V
英
会
話
サ
ー
ク
ル

「リ
ズ
ム
」

毎
週
側
四
時
記
分
1
幻
時
。
ア
ビ
ス

タ
。
中
学
校
1
年
生
程
度
の
初
級
英

会
話
。
テ
キ
ス
ト
は
N
H
K
ラ
ジ
オ

基
礎
英
語
1
。
講
師

・
英
検
1
級
T

O
E
I
C
9
4
0
点
。
月
3
5
0
0

円
。
増
測
宮
7
1
0
7
・
5
1
6
3

V
や
さ
し
い
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス

毎
週

倒
ロ
時
i
U
時
。
ア
ピ
ス
タ
。
リ
ズ

ム
に
合
わ
せ
て
楽
し
く
マ
イ
ペ
ー
ス

に
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
が
で
き
ま
す
。
初

心
者
大
歓
迎
で
す
。
月
2
0
0
0
円
。

加
藤
E
m
7
1
6
9
・
6
0
3
3

V
フ
ラ
ダ
ン
ス

「フ
ラ

・
オ
ハ
ナ
」

毎
月
第
2
・
4
例
目
時
1
口
時
。
根

戸
近
セ
。
フ
ラ
の
レ
ッ
ス
ン
、
ケ
ー

キ
部
門
(
3
1
m
歳
)
と
マ
マ
さ
ん
。

初
心
者
先
着
8
人
。
入
1
0
0
0
円
、

月
3
0
0
0
円
。
横
山
宮
7
1
8
5

「市民伝言板jの各項目は、右のとおり省略しています。

-
1
5
5
3
 

V
健
康
麻
雀
会
員

毎
週
開
ロ
時
i

U
時
。
初
回
1
月
日
日
開
。
我
孫
子

駅
北
口
麻
雀
ス
テ
ィ
ン
グ
。
市
民
交

流
の
場
と
し
て
麻
雀
を
楽
し
む
サ
ー

ク
ル
。
経
験
問
わ
ず
加
入
。
1
回
1

0
0
0
円
。
佐
藤
宮
7
1
8
3
・
2

0
1
6
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臼チャレシタ講座『健康宣言』
成
人
歯
科
健
診
が
終
了

今
年
度
中
に
紛
歳
か
ら
印
歳
に
な

る
方
を
対
象
に
行
っ
て
い
る
成
人
歯

科
健
診
は
、
ロ
月
で
終
了
し
ま
す
。

受
診
を
希
望
さ
れ
る
方
で
受
診
券

の
な
い
方
は
、
事
前
に
保
健
セ
ン
タ

ー
に
電
話
で
ご
逮
絡
く
だ
さ
い
。
受

診
券
と
委
託
医
療
機
関
の
一
覧
を
送

付
し
ま
す
。

(ω
歳
・
印
歳
に
な
る

方
に
は
、
す
で
に
喜
誉
送
付
し

て
い
ま
す
)

受
診
券
が
届
い
た
ら
、
委
託
医
療

機
関
へ
電
話
で
予
約
し
、
受
診
券
を

持
参
し
て
健
嘗
乞
受
け
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
受
診
の
際
は
受
診
料
5
0
0

円
が
か
か
り
ま
す
。

※
受
診
券
を
紛
失
し
た
場
合
な
ど
、

詳
し
く
は
保
健
セ
ン
タ
ー
宮
7
1
8

5
・
1
1
2
6
へ。

産
休
代
替
-
え

保
健
師
ま
た
は
看
種
師
を
募
集

期
間

2
0
0
6
年
2
月
1
日
か
ら

1
年
間

-ー-

対
象
・
官
官
貝
保
健
師
ま
た
は
看
護

師
で
自
動
車
運
転
免
許
証
を
お
持
ち

の
方
、

1
人

業
務
内
容
訪
問
指
導
業
務

賃
金
保
健
師
:
・
時
給
1
3
6
0
円、

看
護
師
・
・
・
時
給
1
3
4
0
円

※
通
勤
手
当
、
社
会
保
険
、
有
給
休

暇
あ
り
。

※
申
込
育
法
な
ど
、
詳
し
く
は
介
護

支
援
課
雪
'
'
1
8
5
・
1
1
1
2
へ。

臨
時
学
童
保
育
指
導
員
の

登
録
を
受
け
付
け

市
内
の
学
童
保
育
室
で
、
臨
時
学

童
保
育
指
導
員
と
し
て
働
き
た
い
方

の
登
録
を
受
け
付
け
ま
す
。

資
格
要
件
保
育
の
仕
事
に
意
欲
の

あ
る
四
歳
以
上
の
健
康
な
方
(
受
付

時
に
面
談
を
実
施
)

任
周
期
間
臨
時
学
童
保
育
指
導
員

に
欠
員
が
生
じ
た
場
合
で
6
カ
月
以

内
(
更
新
可
)

勤
務
時
間
平
日
;
正
午
か
ら
午
後

7
時
ま
で
の
聞
で
1
日
3
時
聞
か
ら

7
時
間
、
土
曜
日
・
学
校
休
業
日
;

午
前
8
時
か
ら
午
後
7
時
ま
で
の
聞

で
1
日
3
時
聞
か
ら
8
時
間

賃
金
時
給
8
8
0
円
(
通
勤
手
当

別
途
支
給
)

申
し
込
み
・
圃
履
歴
書
(
写
真
駒

仲
)
に
資
格
証
明
書
の
写
し
(
資
格

を
有
す
る
方
)
を
添
付
し
、
保
育
課

(
市
役
所
西
別
館
2
階
)
・
内
線
4

4
7
へ
直
接
持
参

電
話
無
料
相
桜
「
障
害
者
・
高
齢
者
の

人
権
・
法
律
1
1
0
番
」

日
時
ロ
月
9
日
働
午
後
1
時
か
ら

4
時
内
容
障
害
者
や
高
齢
者
の
人
権
問

題
や
法
律
問
題
(
財
産
・
金
銭
・
家

族
問
題
)
全
般
の
無
料
電
話
相
談

相
談
電
話
番
号
宮
0
4
3
・
2
2

2
・
9
0
2
0
(当
日
の
み
)

※
面
接
相
談
(
無
料
)
を
希
望
す
る

方
は
、
前
固
ま
で
に
電
話
で
申
し
込

み
。
相
談
場
所
は
千
葉
県
弁
護
士
会

館
。
(
千
葉
市
中
央
区
中
央
)

圃
千
葉
県
弁
護
士
会
宮
0
4
3
・

2
2
7
・
8
4
3
1

定
年
の
引
き
上
げ
・
継
続
雇
用

制
度
の
導
入
が
義
務
化

日
歳
ま
で
の
安
定
し
た
雇
用
を
確

保
す
る
た
め
、
高
年
齢
者
の
雇
用
の

生活の基本である栄養・運動・休養の3 c，ヨ
要素を、一人ひとりが自分に合わせてアレ ペ及、

ンジし、健康づくりを進める講座です。//¥¥-

日時 下表参照(各固とも15分前から受け付けを開始します)

場所 アビスタミニホール (3月13日のみアビスタ謂理室)

対象・定員市内在住の40歳から60歳代の方で、 6日間参加

できる方、先着20人

※チャレンジ講座「健康さわやか教劃参加者はご遠慮ください。

参加費 300円(謂理実習費)(初回に徴収)

措参 室内用運動靴、筆記用具、タオル、パスタオル、健康手

帳、飲み物(体操しやすい服装でご参加を)

申し込み・固電話で保健センターft7185-1126ヘ
時

05年12月19日(月)
副副
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運
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の
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、

小

員

の

プ

の

の

(
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日

安
定
に
関
す
る
法
律
が
改
正
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
臼
歳
未
満
に
定

年
を
定
め
て
い
る
事
業
主
は
、
日
歳

ま
で
の
定
年
の
引
き
上
げ
ま
た
は
継

続
雇
用
制
度
の
導
入
な
ど
の
措
置
を

講
ず
る
こ
と
が
義
務
化
さ
れ
ま
す
。

年
齢
に
つ
い
て
は
、
日
歳
ま
で
段

階
的
に
引
き
上
げ
て
い
く
こ
と
に
な

り
ま
す
(
左
表
参
照
)
。

引き上げ等の年限 年齢

2006年4月1日~
62歳2007年3月31日

2007年4月1日~63歳2010年3月31日
2010年4月1日~

64歳2013年3月31日

2013年4月1日以降65歳

圃

千
葉
労
働
局
職
業
対
策
課
高
齢

対
策
係
官
0
4
3
・
2
0
2
・
5
1

qu
つ臼オ
ス
ト
メ
イ
ト

社
会
適
応
訓
練
講
習
会

日
時
・
場
所
ロ
月
口
日
出
正
午
か

ら
午
後
4
時
、
千
葉
県
社
会
福
祉
セ

ン
タ
ー

内
容
講
演
「
オ
ス
ト
メ
イ
ト
の
腸

閉
塞
と
そ
の
対
応
に
つ
い
て
」
「
ス

ト
I
マ
・
ケ
ア
と
食
生
活
に
つ
い

て」対
象
県
内
の
オ
ス
ト
メ
イ
ト
と
そ

の
家
族
、
医
療
関
係
者

参
加
費
無
料

申
し
込
み
不
要
(
直
接
会
場
へ
)

圃
千
葉
県
オ
ス
ト
ミ
l
協
会
宮
0

4
7
・
4
5
2
・
6
4
3
3
(月
・

火
・
金
曜
日
の
み
)

転
ば
ぬ
先
の
「
て
す
り
」
を
つ
け
よ
う

蹴障の揖 助成の対象工事個所

本人の自立支援と、介誼者の介誼負担を軽減
①要介謹3・4・100万円の

するための改造工事
5の方 1/2 

(居室、浴室、便所、台所、廊下、階段ほか)

@要支援、要 40万円の本人の自立を支援するための改造工事
介誼1・2の方 1/2 (対象個所は①と閉じ)

@①・②以外の 5万円の転倒予防のための改造工事
65歳以上の方 1/2 (手すり、段差スロープ、式台)

※手すりなどの部材には、部材単価上眼基準があります。

分区

@

乾

燥

肌

毎
年
冬
に
な
る
と
肌
が
カ
サ
カ
サ
そ
れ
を
か
い
て
し
ま
う
こ
と
で
、
湿

し
て
か
ゆ
く
な
る
人
が
大
勢
い
ま
す
。
吸
な
ど
が
で
き
や
す
く
な
り
ま
す
。

こ
れ
は
乾
燥
肌
(
ド
ラ
イ
ス
キ
ン
)
湿
疹
が
で
き
る
と
か
ゆ
み
が
強
く
な

と
い
わ
れ
る
も
の
で
、
小
児
や
高
齢
り
、
さ
ら
に
引
っ
弘
前
い
て
湿
疹
の
悪

者
に
多
く
み
ら
れ
ま
す
。
肌
の
乾
煉
化
を
ま
ね
く
と
い
っ
た
悪
循
環
に
陥

は
、
皮
脂
分
泌
量
の
低
下
に
よ
っ
て
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
皮
膚

起
こ
り
ま
す
が
、
こ
れ
に
は
さ
ま
ざ
の
乾
燥
を
防
い
で
か
ゆ
み
の
悪
循
環

ま
な
原
因
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
ア
ト
を
断
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

ピ
l
体
質
な
ど
の
遺
伝
的
素
質
、
乳
遺
伝
的
素
質
や
年
齢
は
対
処
の
仕

幼
児
や
高
齢
者
の
皮
膚
の
特
性
、
エ
様
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
生
活
習
慣
は

ア
コ
ン
や
石
け
ん
の
使
い
す
ぎ
な
ど
改
善
の
余
地
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
、

の
生
活
習
慣
が
主
な
原
因
と
さ
れ
て
エ
ア
コ
ン
を
使
用
す
る
際
は
加
湿
器

い

ま

す

。

を

併

用

す

る

な

ど

し

て

湿

気

を

あ

る

皮
脂
分
泌
量
の
低
下
に
よ
り
、
皮
程
度
保
つ
こ
と
が
必
要
で
す
。
脱
脂

測
を
外
界
か
ら
保
護
す
る
皮
脂
膜
の
力
の
強
い
石
け
ん
で
ご
し
ご
し
洗
い

形
成
が
不
足
し
ま
す
。
す
る
と
皮
膚
す
ぎ
る
の
も
肌
の
乾
燥
に
つ
な
が
り

の
角
質
層
か
ら
の
水
分
蒸
発
が
増
え
、
ま
す
。
保
湿
効
果
の
あ
る
入
浴
剤
を

肌
が
乾
燥
し
て
カ
サ
カ
サ
に
な
る
と
使
用
す
る
の
も
良
い
と
思
い
ま
す
。

と
も
に
刺
激
物
質
が
皮
膚
に
入
り
や
そ
れ
で
も
肌
が
乾
燥
す
る
場
合
は
、

す
く
な
り
、
か
ゆ
み
が
起
こ
り
ま
す
。
保
湿
ク
リ
ー
ム
や
ロ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

健
康
メ
宅

名称

心の健康クラブ

アルコール教室

高
齢
者
住
宅
改
造
国
成
制
度

日
歳
以
上
で
足
腰
が
弱
っ
て
い
工
事
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

る
と
感
じ
て
い
る
方
が
、
居
住
す
介
護
保
険
の
要
支
援
か
ら
要
介

る
住
宅
に
、
手
す
り
・
段
差
ス
ロ
護
5
に
認
定
さ
れ
た
方
に
も
助
成

I
プ
・
式
台
を
設
置
し
た
場
合
、
し
て
い
ま
す
。
(
表
参
照
)

申
脅
す
る
と
き
は
、
必
ず
工

事
を
開
始
す
る
前
に
介
護
支
援

課
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
市
内
に
居
住
し
住
民
登

録
ま
た
は
外
国
人
登
録
し
て
い

る
表
の
区
分
に
該
当
す
る
方
で
、

改
造
す
る
住
宅
の
所
有
者
か
改

造
す
る
住
宅
所
有
者
の
承
諾
を

得
た
方

※
工
事
開
始
後
に
申
請
さ
れ
て

も
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
2
0
0
4
年
度
以
前
に
助
成

を
受
け
た
場
合
は
、
そ
の
助
成

額
を
差
し
引
い
た
助
成
額
と
し

ま
す
。

相
識
・
圃
介
護
支
援
謀
宮
7

1
8
5
・
1
1
1
2

。図健康づくりうんどう教室
保健センタ-ft7185・1126

場所

布佐南公園(雨天中出

湖i恰中央鋼晴天蹴傭セント)
天王台酉公園(雨天中止j

日時
14日倒10:00-11:00

20日ω10:00-11:00

16日幽10:00-11:00

。各種健診と健康教室
保健センタ-ft7185・1126

の
保
湿
剤
を
、
入
浴
後
数
分
以
内
に

ぬ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
皮
膚
が
乾

燥
し
て
か
ら
ぬ
っ
て
も
効
果
が
少
な

い
か
ら
で
す
。

保
湿
剤
は
ワ
セ
リ
ン
、
オ
リ
ー
ブ

油
、
尿
紫
製
剤
、
へ
パ
リ
ン
類
似
物

質
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
が
あ
り
ま

す
が
、
ど
れ
が
良
い
か
は
人
そ
れ
ぞ

れ
で
す
。
実
際
に
試
し
て
自
分
に
合

っ
た
も
の
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

合
わ
な
い
も
の
で
か
ぶ
れ
を
起
こ
す

こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
よ
う

な
場
合
は
皮
膚
科
専
門
医
の
受
診
を

お
勧
め
し
ま
す
。
な
お
、
肌
の
乾
燥

だ
け
で
な
く
赤
み
を
生
じ
た
り
じ
ゅ

く
じ
ゅ
く
し
た
と
き
は
湿
疹
化
し
て

い
ま
す
の
で
、
保
湿
剤
だ
け
で
は
対

応
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
場
合
も
医
師

の
診
察
を
受
け
た
方
が
良
い
で
し
ょ

、っ。圃
我
孫
子
市
医
師
会
宮
7
1
8
8

.
F
D
F
b
つ臼
F
b

項 目 期 日 対象

しあわせ学級 2日'9日・ 妊娠2O-Z1週の方
回(マヲニテイクラス) 16日幽 (3閤l揖親家族)

小児マヒ生ワクチン 6日制…9月20日にー固目を設与した方

(ポリオ)投与
13日('A1...平成17年同生まれの方
却日b附i均伶d止.日.刊月1刊1日郎配にこ-唱圃闘目肘を凶鐘鵬与札しほた方

1歳6カ月児健康診査 1日・8日肘 平成16年5月生まれ

2歳8カ月児歯科健診 15日同 平成15年4月生まれ

3歳児健康診査 1日・8日肘 平成14年5月生まれ

回離乳食教室 22日同
乳児のいる母親

(要予約) (先着30人)

回健康いきいき 5日・ 体を動かしたい方
教室 19日〈月)(13:小 13:11鮒)

~療制目 内科・小児科・歯科

受付時間 9:00"'11:30、13:00'" 16 :30 

※歯科は午前中のみ

措参健康保険証、診療費

固休日診療所ft7187・7020

休日・夜間!こ病気!こなつだら

87184-0119 (糊)ヘ
(救急車の要請は8119へ)

体目・夜間裁急病院

?ピコ外科整形外科病院 我孫子264
我孫子聖仁会病院湖北台4 6 1 

我孫子つくし野病院つくし野131 1 
我孫子東邦病院我孫子1851 1 

平和台病院布佐834 28 

小児殺急病院
取手協同病院取手市本郷21 1 

※休日句集夜等の診察料は、欄外加算のた

め割高になります。

ほ100 直~.この広報紙は 100%再生紙・大豆インクを使用しています。臼 は「あぴこ楽校jの事業です。


